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… 町政を問う
　　一般質問

… 「追跡」あの質問どうなった?
　　側溝のふたがけの進捗状況は

… よりよい町づくりのために
　　委員会報告

… 教育費15億円増
　　平成26年度予算成立

… 議会報告会を開催しました
　　平成26年３月27日開催

外で遊ぶ
の大好き

上桜木果
樹園の森

保育園
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教
育
費　

億
円
増

１５

（
仮
称
）明
石
台
小
学
校　

年
4
月
開
校
へ

２７

平成26年度予算成立

町税 
52億7,378万円 
38.3%

国・県支出金 
23億9,352万円 
　　　  17.4%

地方交付税 
12億円 
8.7%

繰入金 
15億155万円 
10.9%

町債（借金） 
18億1,420万円 
13.2%

譲与税・交付金 
7億7,445万円　5.6%

諸収入　4億4,700万円　3.2%

その他 
2億7,156万円 
2.0%

使用料・手数料 
1億94万円　0.7%歳　入 

自主財源 
55.1％ 

依存財源 
44.9％ 

総額 222222222222222222222000000000000000000000888888888888888888888208億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億777777777777777777777,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,2222222222222222222222222222222222222222229999999999999999999997,229万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円万円

一 般 会 計一 般 会 計

137億7,700万円

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計

２６

予
算
は
、
前
年
度
比　

％
増

１７

の
１
３
７
億
７
７
０
０
万
円

で
す
。
歳
入
は
、
町
独
自
の

財
源
で
あ
る
自
主
財
源
と

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
等
に

よ
る
依
存
財
源
で
構
成
さ
れ

ま
す
。
自
主
財
源
は
、
約　
７６

億
円
で　

・
１
％
を
占
め
、

５５

前
年
度
よ
り
8
億
６
８
７
９

万
円
増
え
て
い
ま
す
。
歳
出

で
は
小
学
校
建
設
費
の
増
に

よ
り
、
教
育
費
が
前
年
度
比

　

・
３
％
、　

億
９
７
３
８

５７

１４

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
健
特
別
会
計

は　

億
８
４
０
万
円
と
、
前

３９
年
度
比
２
７
６
２
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。 

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、

　

億
２
８
０
７
万
円
で
す
。

２０

前
年
度
比
７
・
４
％
、
１
億

４
０
３
５
万
円
増
と
高
い
伸

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
は

８
億
8
4
3
6
万
円
で
、
前

年
度
比
９
・
７
％
、
約
7
8

1
4
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
水
道
事
業
会
計
予

算
は
収
益
的
収
入
で　

億
2

１２

6
4
5
万
円
、
支
出　

億
3

１１

6
6
8
万
円
で
、
8
9
7
7

万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

水
道
事
業
を
除
く
全
会
計

の
予
算
総
額
は
、
2
0
8
億

7
2
2
9
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
率
に
し
て　

％
、　

億

１２

２２

2
8
0
9
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。

予

算

解

説

※一般会計および各種特別会計の合計
　（水道事業会計をのぞく）
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　平成26年第１回定例議会は、２月24日に招集され、３月14日ま
で19日間の会期で開かれました。
　今定例会では、平成25年度一般会計および各種会計の補正予算、
平成26年度一般会計予算および各種特別会計・企業会計予算、出
張所設置条例の一部改正、副町長の選任につき同意を求めること
についてなどの30議案が町長から、また議員より１発議が出され、
２議案を否決、１議案を不同意とし、他の28議案を可決しました。
　３月５日から７日までの３日間にわたる一般質問では、13人の
議員が町政を問い、活発な議論が繰り広げられました。

定 例 会 

消防費

その他　7,073万円　0.5%

公債費（借金返済） 
4億6,591万円　3.4%

民生費 
39億7,283万円 
28.8%

土木費 
12億1,327万円 

8.8%

総務費 
16億5,485万円 
12.0%

教育費 
41億1,062万円 
29.8%

消防費 
6億1,769万円　4.5%

衛生費 
12億5,389万円 

9.1%

歳　出 

議会費　1億5,227万円　1.1%

農林水産業費　1億810万円　0.8%

商工費　1億5,684万円　1.2%

　

平
成　

年
度
の
主
な
施
策

２６

概
要
は
、
2
0
1
6
年
市
制

移
行
へ
向
け
次
の
と
お
り
で

す
。

一
、
す
べ
て
の
世
代
が
生
き

生
き
と
暮
せ
る
ま
ち
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み

�
未
来
の
富
谷
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
の
教
育
の
充
実

�
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
環
境
の
整
備

�
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き

る
環
境
の
整
備

�
誰
も
が
健
康
で
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
環
境
づ
く

り
二
、
ゆ
た
か
な
自
然
環
境
と

活
力
あ
る
地
場
産
業
を
自

慢
と
誇
り
に
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

�
企
業
誘
致
に
よ
る
新
た
な

就
業
の
場
の
提
供

�
地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅

力
の
向
上

�
居
住
の
場
と
し
て
選
択
さ

れ
つ
づ
け
る
た
め
の
環
境

づ
く
り

�
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り

三
、
町
民
と
町
が
直
接
つ
な

が
る
あ
っ
た
か
い
ま
ち
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み

�
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り

�
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政

経
営

町長施政方針

・黒川消防負担金　 5億3,908万円
・防災センター再生可能エネルギー
等導入事業　 4,150万円
・消防団運営　 1,651万円

衛生費

・ごみ収集焼却業務
　（仙台市委託含む）　 3億4,756万円
・住民検診　 1億6,612万円
・感染症予防　 1億5,182万円

・町道高屋敷線道路拡幅工事
　 3億3,372万円
・公園維持管理　 1億9,252万円
・除融雪業務　 7,760万円

土木費

・基幹系システム運用事業
9,174万円

・町内会館整備事業　 8,126万円
・防犯灯整備事業　 5,998万円

総務費

５万人都市 とみや 輝く未来50年５万人都市  とみや  輝く未来50年

・（仮称）明石台小学校校舎新築工
事　 12億7,176万円
・（仮称）明石台小学校屋内運動場
　プール新築工事　 5億3,374万円
・学校給食センター運営・維持管
理事業　 4億7,383万円

教育費

・認可保育所運営　4億5,895万円
・障害者自立支援給付
　 2億8,616万円
・後期高齢者医療制度運営
　 2億5,961万円

民生費
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明
石
台
九
丁
目
集
会
所

建
設
に
関
連
し
て
購
入
す
る

用
地
は
。

 

　

集
会
所
用
地
と
公
園
用

地
で
、
合
わ
せ
て
８
７
０
�

で
す
。

 

　

�
単
価
は
い
く
ら
か
。

 

　

６
万
５
０
０
円
で
す
。

 

　

町
の
要
綱
で
、
公
共
用

地
は
開
発
時
に
確
保
し
て
も

ら
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の

に
、
明
石
台
東
地
区
（
２
工

区
）
で
公
共
用
地
を
購
入
す

る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

 

　

明
石
台
九
丁
目
に
新
た

に
集
会
所
用
地
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
公
園
の
適
正
な

用
地
を
確
保
す
る
た
め
、
用

地
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

問 答 問 答 問 答 

 

　

東
向
陽
台
中
学
校
避
難

通
路
改
修
工
事
の
内
容
は
。

 

　

避
難
通
路
の
階
段
が
夜

間
の
避
難
時
に
危
険
で
あ
り
、

２
次
災
害
を
さ
け
る
た
め
、

ス
ロ
ー
プ
に
改
修
し
ま
す
。

 

　

場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

 

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
側
で
す
。

 

　

市
制
移
行
住
民
意
向
調

査
業
務
の
内
容
は
。

 

　

全
世
帯
向
け
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
す
。
１
万
８

０
０
０
世
帯
ほ
ど
が
対
象
で

す
。

 

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

 

　

経
営
企
画
課
内
に
準
備

室
を
設
け
、
市
に
な
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
、
法
律
や

県
の
条
例
な
ど
を
お
知
ら
せ

問 答 問 答 問 答 問 答 

 

　

入
札
に
よ
り
、
委
託
先

は
仙
台
富
士
交
通
株
式
会
社

と
な
り
ま
し
た
。
観
光
バ
ス

会
社
で
、
現
在
と
同
じ
形
態

で
す
。

 

　

工
事
費
６
９
９
９
万
円

の
予
算
で
す
が
、
富
ケ
丘
南

部
会
館
と
の
違
い
は
。

 

　

面
積
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す

が
、
資
材
、
人
件
費
の
高
騰

に
よ
り
予
算
増
と
な
り
ま
し

た
。
予
定
地
が
公
園
で
あ
り
、

造
成
費
も
若
干
上
乗
せ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

　

自
動
車
取
得
税
を
５
％

か
ら
３
％
に
下
げ
る
と
い
う

国
の
方
針
で
す
が
、
税
収
が

減
る
の
で
は
。

 

　

県
の
通
知
を
も
と
に
、

前
年
同
様
の
予
算
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
実
情
に
合
わ
せ

て
今
後
補
正
等
で
対
応
す
る

答 問 答 問 答 

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

 

　　

年
度
末
の
仕
上
が
り

２６

と
の
こ
と
で
す
が
、
町
内
会
、

学
校
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

生
か
し
ま
す
か
。

 

　

地
域
防
災
計
画
は
、
町

全
体
の
計
画
と
い
う
大
枠
を

示
す
も
の
で
す
。

 

　

認
知
症
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
い
ま
す
。

 

　

増
加
す
る
認
知
症
対
策

と
し
て
、
認
知
症
学
び
の
講

座
を
受
講
し
て
も
ら
い
、
地

域
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

養
成
す
る
３
カ
年
計
画
を
立

て
ま
し
た
。

 

　

居
宅
介
護
の
予
算
を
昨

年
よ
り
大
幅
に
減
額
し
て
い

る
理
由
は
。

 

　　

年
度
当
初
予
算
で
は

２５

問 答 問 答 問 答 

公
共
用
地
の
購
入

避
難
通
路
改
修

市

制

移

行

一

般

会

計

自
動
車
取
得
税

予 算 審 査 特 別 委 員 会 

　

年
度　

予
算
質
疑

２６

　

年
度
の
一
般
会
計
、
各
種
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
に
つ
い

２６て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

富
ケ
丘
北
部
会
館

新

築

工

事

地
域
防
災
計
画
作
成

認
知
症
の
取
り
組
み

居
宅
介
護
予
算

し
ま
す
。
町
政
懇
談
会
で
説

明
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

 

　

２
０
１
６
年
１
月
か
ら

導
入
に
な
り
ま
す
か
。

 

　

そ
の
予
定
で
す
。

 

　

出
店
に
際
し
、
使
用
料

や
売
上
げ
に
対
す
る
賦
課
金

は
考
え
て
い
ま
す
か
。

問 答 問 

 

　

テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ
ル
、

椅
子
な
ど
は
有
償
で
、
実
費

分
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

 

　

売
り
上
げ
か
ら
幾
ら
か

出
費
を
し
て
も
ら
う
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

　

商
工
会
の
協
力
で
出
店

の
希
望
を
募
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
協
議
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

　

町
民
バ
ス
運
行
業
務
の

委
託
事
業
者
の
変
更
内
容
は
。

答 問 答 問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

町
民
バ
ス
運
行
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ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
産
地
拡

大
事
業
は
、　

年
度
の
補
正

２５

で
ゼ
ロ
に
減
額
し
た
が
、　

２６

年
度
も
続
け
る
の
で
す
か
。

 

　　

年
度
は
苗
木
の
補
助
、

２５

助
成
の
申
請
が
な
か
っ
た
の

で
、
全
額
減
額
し
ま
し
た
。

　

年
度
は
マ
イ
ス
タ
ー
ブ

２６ル
ー
ベ
リ
ー
成
木
育
成
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

 

　

７
月
中
旬
に
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
を
６

店
舗
で
実
施
し
た
後
も
、
継

続
し
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

使
っ
て
い
ま
す
か
。

 

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ

た
商
品
、
ケ
ー
キ
な
ど
は
、

そ
の
後
も
販
売
さ
れ
て
い
る

問 答 問 答 

と
思
い
ま
す
。
売
り
上
げ
は

　

年
度
比
、
残
念
な
が
ら
個

２４数
、
金
額
と
も
落
ち
て
い
ま

す
。

 

　

観
光
誘
客
業
務
と
は
。

 

　
「
富
ケ
岡
公
園
さ
く
ら

ま
つ
り
」「
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
な
ど
で
、
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
し
ん
ま
ち
地
区

の
観
光
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

 

　

給
食
セ
ン
タ
ー
納
品
集

荷
業
務
の
内
容
は
。

 

　

町
内
で
生
産
さ
れ
た
野

菜
を
集
荷
し
て
、
給
食
セ
ン

タ
ー
に
納
品
す
る
も
の
で
す
。

問 答 問 答 

　

人
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た

３８が
、
現
状
は　

人
で
、
重
度

３３

で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た

方
が
施
設
に
入
所
さ
れ
た
の

で
、
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

 

　

児
童
手
当
が
昨
年
度
比

で
１
億
円
ほ
ど
減
額
さ
れ
て

い
る
が
、
対
象
者
が
減
っ
た

の
で
す
か
。

 

　　

年
度
の
状
況
を
見
て

２５

の
積
算
で
す
。

 

　

認
可
保
育
所
運
営
費
の

内
訳
は
。

 

　

若
樹
の
森
保
育
園
が
１

億
３
５
７
９
万
円
、
果
樹
園

問 答 問 答 

の
森
保
育
園
が
１
億
３
４
８

２
万
円
、
わ
か
葉
保
育
園
が

１
億
１
７
０
０
万
円
、
大
衡

こ
ど
も
園
が
1
0
6
7
万
円

で
す
。

 

　

富
谷
小
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
工
事
予
算
が
減
額
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
予
定
は
。

 

　　

年
度
で
予
算
を
計
上

２５

し
て
い
ま
し
た
が
、
２
回
の

入
札
が
不
落
と
な
っ
た
の
で
、

今
後
の
状
況
を
見
て
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

　　

年
度
か
ら
国
の
無
料

２６

ク
ー
ポ
ン
事
業
が
縮
小
さ
れ

問 答 問 

ま
す
が
、
未
受
診
者
へ
の
連

絡
等
は
。

 

　

こ
の
ク
ー
ポ
ン
事
業
の

未
受
診
者
に
限
っ
て
の
勧
奨

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

 

　

昨
年　

月
に
対
象
者
を

１０

中
学
生
ま
で
拡
大
し
ま
し
た

が
、
2
億
1
0
0
0
万
円
の

予
算
で
足
り
ま
す
か
。

 

　

医
療
費
の
伸
び
が
読
め

な
い
の
で
、
状
況
に
よ
り
補

正
予
算
で
対
応
し
ま
す
。

 

　
（
仮
称
）明
石
台
小
学
校

に
、
新
た
に
児
童
ク
ラ
ブ
が

併
設
さ
れ
る
が
、
今
後
の
小

学
校
学
区
ご
と
の
対
応
の
方

向
性
は
。

 

　

小
学
校
に
初
め
て
児
童

ク
ラ
ブ
が
併
設
さ
れ
る
の
で
、

こ
の
児
童
ク
ラ
ブ
を
モ
デ
ル

に
考
え
て
い
ま
す
。

 

　

貸
付
金
の
対
象
者
と
貸

付
残
高
は
。

 

　

1
0
5
人
で
、
約
1
7

９
２
万
円
で
す
。

 

　

貸
付
金
の
返
済
期
間
を

答 問 答 問 答 問 答 問 

過
ぎ
て
も
返
済
し
て
い
な
い

人
数
と
残
高
は
。

 

　

前
年
度
分
ま
で
を
返
済

し
て
い
な
い
の
は　

人
で
、

３７

そ
の
返
済
見
込
み
予
定
金
額

は
、
約
２
３
０
万
円
で
す
。

 

　

学
校
給
食
費
納
付
金
は

値
上
げ
を
し
た
金
額
で
す
か
。

 

　　

年
度
は
、
値
上
げ
を

２６

し
な
い
金
額
で
す
。

 

　

新
商
品
販
売
全
国
展

開
・
観
光
誘
客
業
務
の
内
容

と
事
業
の
効
果
は
。

 

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
を

活
用
し
、
く
ろ
か
わ
商
工
会

富
谷
事
務
所
へ
委
託
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
の
実
績
は
、
４
商

２５
品
を
開
発
し
て
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
全
国
に
発
表
し
、

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

 

　

今
後
の
見
通
し
は
。

 

　

店
舗
で
の
販
売
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
紹
介
を
行

い
、
今
年
度
も
推
進
し
ま
す
。

答 問 答 問 答 問 答 新
商
品
販
売

全
国
展
開

予 算 審 査 特 別 委 員 会 

観

光

誘

客

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

産
地
拡
大
事
業

小
学
校
ト
イ
レ
改
修

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

子
ど
も
医
療
費
助
成

児
童
手
当
の
減
額

奨
学
生
貸
付
金

学
校
給
食
費
納
付
金

児

童

ク

ラ

ブ

地

産

地

消

認
可
保
育
所
運
営
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普
通
徴
収
の
滞
納
者
は

何
人
で
す
か
。

 

　

１
３
８
人
で
す
。

 

　

滞
納
者
で
も
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま
す

か
。

 

　

受
け
ら
れ
ま
す
。

 

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に

対
す
る
医
療
費
の
減
免
を
、

対
象
者
を
限
定
し
て
行
う
予

定
で
す
が
、
介
護
保
険
に
つ

い
て
は
ど
う
で
す
か
。

 

　

介
護
保
険
で
も
利
用
料

を
減
免
す
る
予
定
で
す
。

 

　

利
用
料
の
減
免
対
象
者

は
何
人
で
す
か
。

 

　　

人
と
見
込
ん
で
い
ま

１３

す
。

 

　

介
護
保
険
料
の
徴
収
で
、

　

歳
に
な
っ
た
時
の
普
通
徴

６５収
と
、　

歳
に
な
っ
た
時
の

６６

年
金
か
ら
の
天
引
き
の
特
別

徴
収
の
説
明
に
、
納
税
者
が

わ
か
り
や
す
い
よ
う
な
配
慮

が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

　

現
在
の
方
法
を
検
証
し
、

十
分
検
討
し
た
上
で
、
納
税

者
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
周
知
を
図
り
ま
す
。

問 答 問 答 問 答 問 答 問 答 

 

　　

年
度
当
初
予
算
で
、

２６

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
１
億

９
５
６
１
万
円
繰
り
入
れ
後

の
基
金
残
高
は
。

 

　

７
億
１
６
０
０
万
円
ほ

ど
に
な
り
ま
す
。

 

　

国
保
税
引
き
下
げ
の
検

討
は
し
て
い
る
の
か
。

 

　

財
政
調
整
基
金
の
保
有

状
況
や
、
広
域
化
も
含
め
た

今
後
の
制
度
改
正
等
を
見
据

え
、
適
切
な
保
険
料
負
担
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

 

　

国
保
担
当
職
員
の
配
置

が
昨
年
比
１
人
減
の
理
由
は
。

 

　

人
件
費
は
、
総
務
課
で

１
月
１
日
現
在
の
職
員
数
で

計
上
し
た
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 

　

高
額
医
療
費
制
度
の
見

直
し
は
い
つ
か
ら
実
施
か
。

 

　　

年
１
月
か
ら
施
行
さ

２７

れ
ま
す
。

 

　

退
職
医
療
制
度
は
、
い

つ
廃
止
さ
れ
ま
す
か
。

 

　

廃
止
で
は
な
く
、　

年
２７

４
月
以
降
の
新
規
加
入
者
が

な
く
な
る
と
の
制
度
設
計
で

す
。
清
算
事
務
が
残
り
、
全

体
的
な
廃
止
は
平
成　

年
度

３４

と
な
り
ま
す
。

問 答 問 答 問 答 問 答 問 答 

 

　

流
域
下
水
道
費
の
維
持

管
理
負
担
金
に
関
し
、
従
来

は
剰
余
金
が
出
た
場
合
に
繰

り
戻
し
さ
れ
て
い
た
が
、
現

在
の
取
り
扱
い
は
。

 

　

平
成　

年
度
ま
で
は
、

２０

精
算
に
よ
り
返
還
と
い
う
形

を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成　

年
度
以
降
、
繰
り
入
れ

２１
る
こ
と
で
返
還
金
は
発
生
し

な
い
仕
組
み
で
す
。

 

　

成
田
第
一
汚
水
中
継
ポ

ン
プ
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
は
、

い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

 

　

ポ
ン
プ
３
基
を　

年
か

２４

ら
１
基
ず
つ
行
っ
て
い
る
の

で
、　

年
で
一
区
切
り
と
な

２６

り
ま
す
。

 

　

成
田
の
ポ
ン
プ
修
繕
費

は
、
い
く
ら
か
。

 

　

１
基
あ
た
り
１
億
２
０

０
０
万
円
で
す
。

 

　

４
月
か
ら
消
費
税
が
３

％
ア
ッ
プ
す
る
が
、
影
響
は
。

 

　

税
額
で
、
1
4
9
6
万

円
の
増
で
す
。

問 答 問 答 問 答 問 答 

 

　

県
か
ら
買
う
受
水
量
は

変
わ
り
ま
し
た
か
。

 

　

大
崎
広
域
水
道
と
仙
南
、

仙
塩
広
域
水
道
か
ら
受
水
し

て
お
り
、
各
１
０
０
ト
ン
ず

つ
増
え
て
い
ま
す
。

 

　

受
水
費
は
、
平
成　

年
２６

度
は
変
わ
り
ま
す
か
。

 

　

受
水
費
の
改
定
は
、
平

成　

年
４
月
１
日
か
ら
予
定

２７
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

　

水
道
加
入
金
が
、
前
年

に
比
べ
て
３
４
０
万
８
０
０

０
円
減
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
要
因
は
。

 

　

対
象
件
数
の
減
少
で
す
。

 

　

明
石
台
東
の
入
居
者
が

増
え
て
も
、
減
少
と
な
る
の

で
す
か
。

 

　

明
石
台
東
は
戸
建
て
住

宅
が
ほ
と
ん
ど
で
、
多
く
の

加
入
金
が
見
込
め
る
ア
パ
ー

ト
建
築
が
減
少
す
る
と
の
予

想
で
算
出
し
ま
し
た
。

問 答 問 答 問 答 問 答 

特
別
会
計
・
企
業
会
計

介
護
保
険

国
民
健
康
保
険

後

期

高

齢

者

医

療

予 算 審 査 特 別 委 員 会 

平成26年度  各種会計予算状況

予　算　額会　　計　　別

137億7,700万円一 般 会 計

39億840万円国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

20億2,807万円介 護 保 険 特 別 会 計

2億7,447万円後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

8億8,436万円下 水 道 事 業 特 別 会 計

12億2,645万円収　入
収益的
収 支

水道事業会計
11億3,668万円支　出

4,788万円収　入
資本的
収 支

1億1,641万円支　出

下
水
道
事
業

い
ま
す
か
。

 

　

広
域
連
合
で
は
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
始
ま
っ
て
か
ら
、
滞
納
の

傾
向
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

 

　

滞
納
者
は　

人
で
、
極

３４

端
な
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

答 問 答 

 

　　

年
度
の
後
期
高
齢
者

２６

医
療
の
加
入
者
数
は
。

 

　

広
域
連
合
で
は
、
総
額

を
市
町
村
の
人
数
割
で
割
り

戻
し
ま
す
。
人
数
は
３
１
０

０
人
で
す
。

 

　

保
険
料
の
限
度
額
は　
２６

年
度
か
ら
２
万
円
引
き
上
が

る
が
、
予
算
に
反
映
さ
れ
て

問 答 問 

水
道
事
業

（
企
業
会
計
）
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定 例 会 

22会会計計ににつついいてて
討討論論ががあありりままししたた討 論 

22会計について会計について
討論がありました　 討論がありました

一　

般　

会　

計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

討 論 

討 論 

　

今
予
算
は
、
平
成　

年
４

２６

月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
料
の
限
度
額
を
２

万
円
引
き
上
げ
、　

万
円
を

５５

　

万
円
と
す
る
こ
と
を
前
提

５７に
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
宮
城
県
の
保
険
料
は
前

回
よ
り
４
０
３
３
円
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
医
療
制
度
は
、　

歳
７５

以
上
の
人
口
と
医
療
費
が
増

え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
保
険

料
に
は
ね
か
え
る
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
、
２
年
に
１
度

保
険
料
の
改
定
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

廃
止
し
て
、
以
前
の
老
人
保

健
制
度
に
戻
す
べ
き
と
主
張

し
て
反
対
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予

２６

算
の
主
な
事
業
は
、（
仮
称
）

明
石
台
小
学
校
校
舎
・
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
新
築
工
事
、

明
石
台
わ
か
葉
保
育
園
園
舎

増
築
事
業
、
認
可
外
保
育
所

対
象
の
（
仮
称
）
と
み
や
保

育
室
支
援
事
業
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
、
障

が
い
児
通
所
施
設
（
仮
称
）

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
あ
か

い
し
の
森
、
町
道
高
屋
敷
線

道
路
改
良
事
業
で
、
こ
れ
ら

の
各
事
業
は
、
自
立
し
た
５

万
人
都
市
の
実
現
を
目
指
し
、

市
制
移
行
を
見
据
え
た
各
分

野
の
重
点
事
業
で
あ
り
、
住

民
の
生
活
の
利
便
性
と
福
祉

向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
期

待
し
て
賛
成
し
ま
す
。

　

（
仮
称
）明
石
台
小
学
校
が

建
設
さ
れ
る
こ
と
は
、
適
切

な
教
育
環
境
整
備
で
あ
り
、

学
校
併
設
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
新
設
は
、
理
想
の
形

だ
と
思
い
ま
す
。

　

待
機
児
童
解
消
に
認
可
保

育
園
の
定
員　

人
増
や
、
全

６０

面
的
な
育
児
支
援
に
つ
な
が

る
（
仮
称
）
子
育
て
複
合
施

設
の
整
備
計
画
は
、
理
解
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

農
業
支
援
で
は
後
継
者
育

成
に
努
力
を
求
め
、
産
業
で

は
企
業
誘
致
の
前
進
と
雇
用

確
保
も
見
込
ま
れ
、
平
成　
２８

年
の
市
制
移
行
も
考
慮
さ
れ

た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
住
民
目
線
の
施
策
の
遂

行
を
求
め
、
賛
成
し
ま
す
。

　

市制移行も考慮された

予算編成
　

賛成　浅野　直子 議員

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
の

医
療
費
負
担
を
明
確
に
し
、

老
人
医
療
費
を
被
保
険
者
の

方
々
も
含
め
た
社
会
全
体
で

支
え
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。
被
保
険
者
に

は
、
年
金
生
活
者
や
低
所
得

者
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

保
険
料
の
均
等
割
額
負
担
軽

減
や
所
得
割
額
の
特
別
軽
減

措
置
も
講
じ
ら
れ
て
お
り
、

年
金
生
活
者
や
低
所
得
者
の

被
保
険
者
に
も
、
十
分
に
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

よ
り
、
被
保
険
者
が
反
復
・

継
続
的
に
医
療
給
付
が
受
け

ら
れ
住
民
の
福
祉
向
上
が
図

ら
れ
る
の
で
、
賛
成
し
ま
す
。

　

年金生活者などに

十分配慮
　

賛成　森　　　栄 議員

　

市制移行を見据えた

各事業に期待
　

賛成　森　　　栄 議員

　

75歳以上の人増えれば

保険料上がる
　

反対　佐藤　聖子 議員

　

地
方
消
費
税
交
付
金
が
約

１
億
円
増
収
に
な
る
こ
と
か

ら
、
４
月
以
降
も
保
育
料
・

給
食
費
に
増
税
分
を
転
嫁
し

な
い
よ
う
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
震
災

復
興
財
源
と
し
て
、
町
県
民

税
が
合
計
１
０
０
０
円
増
税

と
な
り
、
負
担
増
は
平
成　
３５

年
ま
で
続
き
ま
す
。
住
民
の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
個

人
町
民
税
の
歳
入
見
込
み
を

実
績
に
即
し
て
引
き
上
げ
、

活
用
で
き
る
財
源
を
増
や
す

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

大
雪
対
策
と
し
て
生
活
道

路
の
融
雪
実
施
と
、
高
齢
者

宅
へ
の
融
雪
剤
配
布
を
徹
底

す
る
こ
と
、
農
業
、
商
工
へ

の
予
算
増
額
も
必
要
で
す
。

　

増税から住民の暮らし

守る施策を
　

反対　永野　久子 議員
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イ
オ
ン
内
へ
の
出
張
所
設

置
は
事
実
上
、
既
存
の
出
張

所
の
見
直
し
、
廃
止
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
住
民
福
祉
を

後
退
さ
せ
る
地
域
の
出
張
所

廃
止
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
町
は
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
設
問
に
出
張
所
廃
止
を

一
言
も
示
さ
ず
、
コ
ス
ト
計

算
も
き
わ
め
て
不
正
確
で
す
。

か
つ
て
ジ
ャ
ス
コ
泉
店
が
撤

退
し
た
経
験
か
ら
、
行
政
の

拠
点
と
な
る
出
張
所
は
業
績

次
第
で
撤
退
す
る
よ
う
な
場

所
に
設
置
す
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
不
特

定
多
数
が
往
来
す
る
大
型
商

業
施
設
よ
り
、
不
審
者
が
特

定
さ
れ
や
す
い
地
域
の
出
張

所
は
安
全
だ
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
条
例
改
正
は
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
富
谷
店
内
へ
の
富

谷
町
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
伴
い
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
窓
口
設
置
は
、
年
末
年
始

を
除
く
年
中
無
休
、
午
後
７

時
ま
で
の
利
用
で
、
一
層
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図

る
た
め
の
も
の
で
す
。
ま
た
、

情
報
の
発
信
機
能
の
効
果
が

図
ら
れ
、
公
金
収
納
と
公
的

証
明
書
発
行
の
取
り
扱
い
の

観
点
で
は
、
警
備
態
勢
が
整

い
安
全
の
確
保
も
図
ら
れ
ま

す
。
こ
の
行
政
窓
口
設
置
で

住
民
満
足
度
を
高
め
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
生
活
の
利

便
性
と
福
祉
向
上
に
つ
な
が

る
と
期
待
し
賛
成
し
ま
す
。

　

本
庁
を
含
め
て
６
カ
所
の

出
張
所
か
ら
半
径
１
�
（
徒

歩　

分
く
ら
い
）
の
円
を
地

１５
図
上
に
描
い
て
み
る
と
、
人

口
の　

％
を
カ
バ
ー
し
ま
す
。

９５

初
年
度
は
初
期
投
資
と
パ
ー

ト
の
人
件
費
で
３
２
０
０
万

円
、
以
降
経
費
は
１
８
０
０

万
円
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
は

正
職
員
の
人
件
費
は
載
っ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
考
慮
す

る
と
年
間
４
０
０
０
万
円
ほ

ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

掛
か
り
ま
す
。
私
が
、
２
つ

の
町
内
会
の
約
１
０
０
人
の

方
か
ら
意
見
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
皆
異
口
同
音
に
も
っ
と

有
効
な
お
金
の
使
い
方
を
し

て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
こ
と

を
付
け
加
え
、
反
対
し
ま
す
。

　

７つ目の出張所

新設は浪費
　

反対　小泉　　光 議員

　

一層の行政サービス

拡充に期待
　

賛成　森　　　栄 議員

　

地域出張所を廃止

してはならない
　

反対　永野　久子 議員

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の

出
張
所
は
、
当
分
の
間
従
前

通
り
と
し
、
利
用
状
況
を
見

極
め
た
う
え
で
判
断
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

経
費
は
、
シ
ス
テ
ム
や
工

事
費
等
で
１
５
１
８
万
円
で
、

毎
年
の
経
費
は
１
８
３
９
万

円
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

１
時
間
を
超
え
る
質
疑
の

後
、
討
論
が
あ
り
採
決
の
結

果
、
７
対　

の
賛
成
少
数
で

１０

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

土土土土土土土土土土土土
日日日日日日日日日日日日
業業業業業業業業業業業業
務務務務務務務務務務務務
のののののののののののの

土
日
業
務
の

行行行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政政政
ササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーー
ビビビビビビビビビビビビ
スススススススススススス

行
政
サ
ー
ビ
ス
セセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーー

セ
ン
タ
ー

新新新新新新新新新新新新
設設設設設設設設設設設設
案案案案案案案案案案案案
をををををををををををを

新
設
案
を
否否否否否否否否否否否否
決決決決決決決決決決決決
否
決

　

現
在
、
空
席
と
な
っ
て
い

る
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
、

町
長
か
ら
、
千
葉
芳
樹
前
副

町
長
の
選
任
の
同
意
を
議
会

に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
第
３
回
定
例
会

に
お
い
て
、
賛
成
者
少
数
で

不
同
意
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
長
は
今
回
の
提
案
理
由

に
つ
い
て
、
人
口
５
万
人
を

超
え
、
２
年
後
の
市
制
移
行

が
間
近
に
な
っ
て
い
る
な
か

に
あ
っ
て
、
副
町
長
不
在
に

よ
る
町
政
運
営
に
停
滞
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
説
明

し
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
質
疑
後
、
無
記

名
投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
、
副
町
長
の
選

任
を
不
同
意
と
し
ま
し
た
。

　

「
富
谷
町
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」
を
イ
オ
ン
モ
ー

ル
富
谷
店
内
の
２
階
に
新
設

す
る
た
め
、
出
張
所
設
置
条

例
の
一
部
改
正
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
窓
口
営
業
日
を
年
末
年

始
を
除
く
平
日
・
土
日
・
祝

日
と
し
、
取
扱
時
間
は
９
時

か
ら　

時
ま
で
で
す
。

１９

　

土
・
日
曜
日
の
開
庁
等
の

要
望
が
あ
り
、
総
合
的
に
検

討
し
た
結
果
、

イ
オ
ン
へ
の

新
設
を
計
画

し
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
新
設

に
よ
り
、
本

庁
と
成
田
出

張
所
の
取
扱

時
間
は
、
他

の
出
張
所
と

同
じ
く
、　

１７

時　

分
ま
で

３０

副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長副町長のののののののののののののののののののののののののの
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任選任にににににににににににににににににににににににににに不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意不同意

討

論

討　
　
　

論
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事
請
負
費
と
し
て
、
３
２
６

０
万
円
を
計
上
、
さ
ら
に　
２６

年
度
分
と
し
て
１
億
３
２
３

４
万
円
、
事
業
全
体
で
１
億

6
4
9
4
万
円
の
計
画
で
し
た
。

　

今
年
１
月　

日
の
議
員
全

３１

員
協
議
会
で
、
町
執
行
部
か

ら
名
称
変
更
を
含
め
た
詳
細

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
①
総
合
運

動
公
園
の
現
況
を
考
慮
し
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
び
に
生

涯
学
習
、
文
化
振
興
を
目
的

と
し
た
施
設
と
し
て
整
備
す

る
②
し
た
が
っ
て
施
設
名
称

を
「（
仮
称
）
富
谷
町
総
合
運

動
公
園
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交

流
館
」
に
変
更
す
る
、
と
の

も
の
で
し
た
。

　

工
事
の
概
要
は
、
延
べ
床

面
積
の
４
９
２
�
の
木
造
平

屋
建
て
。
事
業
費
は
１
億
６

２
９
８
万
円
で
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
く
じ
助
成
金
６
０
０
０

万
円
も
申
請
済
み
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
月　

日
に
具
体
的
な
計

３１

画
が
示
さ
れ
て
か
ら
、
約
１

カ
月
後
の
３
月　

日
に
、
増

１２

額
補
正
予
算
が
追
加
提
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

多
く
の
質
疑
の
後
、
討
論

が
あ
り
採
決
の
結
果
、
６
対

　

の
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

１１ま
し
た
。

　

（
仮
称
）富
谷
町
総
合
運
動

公
園
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流

館
の
建
設
が
、
人
件
費
や
資

材
費
の
高
騰
に
よ
っ
て
２
度

の
入
札
不
調
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
予
算
に
７
４

４
1
万
円
の
増
額
補
正
（
当

初
予
算
比　

％
増
）
を
行
う

４５

た
め
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
は　

年
度
当
初
予

２５

算
で
は
、（
仮
称
）
富
谷
町
総

合
運
動
公
園
管
理
棟
新
築
工

工工工工工工工工工工工工事事事事事事事事事事事事費費費費費費費費費費費費急急急急急急急急急急急急騰騰騰騰騰騰騰騰騰騰騰騰工事費急騰
入入入入入入入入入入入入札札札札札札札札札札札札不不不不不不不不不不不不調調調調調調調調調調調調にににににににににににによよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるる予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算増増増増増増増増増増増増額額額額額額額額額額額額提提提提提提提提提提提提案案案案案案案案案案案案をををををををををををを否否否否否否否否否否否否決決決決決決決決決決決決入札不調による予算増額提案を否決
（仮称）富谷町総合運動公園スポーツ・文化交流館

　

公
債
費
が　

億
か
ら　

億

４０

６０

円
に
膨
ら
む
一
方
の
現
状
を

考
慮
す
る
と
、
管
理
棟
建
設

へ
の
５
割
増
額
に
イ
エ
ス
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
今
一
番
大

管理棟は予算内で
　

反対　小泉　　光 議員

事
な
こ
と
は
、
来
年
春
の

（
仮
称
）
明
石
台
小
学
校
開

校
の
た
め
に
財
源
等
、
全
力

で
注
ぎ
こ
む
こ
と
で
す
。
体

育
館
、
プ
ー
ル
は
入
札
も
完

了
し
て
お
ら
ず
、
建
設
費
は

　

億
円
を
超
え
る
可
能
性
も

２０あ
り
、
既
に
約　

億
円
借
金

１５

す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
管
理
棟
は
将
来
増
設
を

見
込
ん
だ
設
計
に
し
、
既
に

承
認
し
た
１
億
５
０
０
０
万

円
の
予
算
内
で
建
設
す
べ
き

で
、
７
５
０
０
万
円
の
歳
出

増
は
控
え
る
べ
き
で
す
。

　

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、

ナ
イ
タ
ー
設
備
を
備
え
、
完

了
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
着
替
え
る
場
所
や
待
避

　

この時期を逃す事は

町民の不利益
　

賛成　磯前　　武 議員

所
な
ど
が
な
い
の
で
不
満
の

声
が
出
て
い
ま
す
。「
ｔ
ｏ

ｔ
ｏ
」
の
助
成
金
６
０
０
０

万
円
も
見
込
ま
れ
、
財
政
面

で
も
魅
力
あ
る
計
画
で
す
。

「
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
ま
で
あ
と
6
年
、

こ
れ
か
ら
建
設
費
の
上
昇
が

ま
す
ま
す
予
想
さ
れ
る
今
後

を
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
を

逃
す
こ
と
は
町
民
の
不
利
益

に
つ
な
が
る
と
考
え
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
館
新
築

工
事
に
係
る
増
額
補
正
に
賛

成
し
ま
す
。

　

資
材
、
人
件
費
の
高
騰
で

工
事
費
が
当
初
の
２
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
優
先
課

題
の
学
校
や
道
路
な
ど
の
事

業
費
も
増
大
す
る
見
通
し
で

　

慎重に

当初の構想で実施を
　

反対　永野　久子 議員

あ
り
、（
仮
称
）
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
交
流
館
に
つ
い
て
は
既

決
し
た
予
算
内
で
の
実
施
を

求
め
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経

済
情
勢
下
で
焦
っ
て
対
応
す

る
こ
と
は
賢
明
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
町
は
、
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の

助
成
を
前
提
に
構
想
・
設
計

を
膨
ら
ま
せ
、
今
や
ら
な
け

れ
ば
損
を
す
る
か
の
よ
う
な

発
想
で
す
が
、
本
当
に
必
要

な
も
の
に
絞
り
、
冬
場
や
平

日
は
多
く
使
わ
れ
な
い
と
い

う
現
状
に
即
し
て
、
当
初
の

構
想
で
実
施
す
る
よ
う
求
め

ま
す
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
、（
仮

称
）
富
谷
町
総
合
運
動
公
園

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
館
新

築
工
事
に
係
る
増
額
補
正
予

算
で
す
。
こ
の
施
設
の
建
設

　

スポーツ施設・環境の

充実に期待
　

賛成　森　　　栄 議員

場
所
に
は
、
す
で
に
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
改
修
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
が
な

く
、
利
用
者
は
汗
を
か
い
た

ま
ま
帰
宅
し
て
い
ま
す
。
こ

の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
が
あ
り
利
用

者
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
施

設
の
要
望
が
あ
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
や
交
流
が
で
き
る
施

設
の
建
設
で
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
・
環
境
の
整
備
充
実
が
図

ら
れ
る
こ
と
は
、
町
内
外
の

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
か
ら
も
期

待
さ
れ
、
賛
成
し
ま
す
。

討

論

討　
　
　

論
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���主なつかいみち ���
（一般会計補正予算）

�ユーマイタウン施設整備基金積立

3億5,000万円
（仮称）子育て支援複合施設の整備

等に充てるものです。

�太子堂・富ケ丘・鷹乃杜地区町道

側溝整備　 7,800万円
太子堂（330m）・富ケ丘（760m）・

鷹乃杜（600m）地区の側溝のふたが

け工事を引き続き施工します。

�町道除融雪　　　　　　4,504万円
２月２４日時点で、今回の増額分を含

めた除融雪予算（１億2,900万円）を

使い切る見込みです。

　

消
費
税
法
お
よ
び
地
方
税

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
文
言
の
一
部
改
正
な

ら
び
に
４
月
１
日
か
ら
消
費

税
が
５
％
か
ら
８
％
に
改
正

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
上
下

水
道
料
金
や
公
民
館
、
西
成

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

富
谷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等

の
施
設
使
用
料
の
改
正
等
で

す
。

【
上
下
水
道
料
金
改
正
例
】

給
水
口
径
φ　

�
２０

使
用
水
量
：
２
カ
月
で　

�
５６

◎
改
正
前（
消
費
税
５
％
時
）

　

１
万
７
３
６
７
円

◎
改
正
後（
消
費
税
８
％
時
）

　

１
万
７
８
６
３
円

（
４
９
６
円
ア
ッ
プ
）

消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費税税税税税税税税税税税税消費税
5555555555555％％％％％％％％％％％％→→→→→→→→→→→→％→8888888888888％％％％％％％％％％％％％

水道料等の改正

　

こ
の
議
案
は
、
平
成　

年
２６

４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
伴
い
、
下
水
道
、

水
道
、
施
設
使
用
料
な
ど
に

消
費
税
率
引
き
上
げ
分
を
転

　

消費税上乗せせず

住民の生活守れ
　

反対　佐藤　聖子 議員

嫁
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

事
実
上
の
値
上
げ
に
な
る
も

の
で
す
。

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
は
、

経
済
状
況
の
好
転
が
条
件
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
国
民
、

住
民
が
そ
れ
を
実
感
で
き
て

い
な
い
こ
の
時
期
に
消
費
税

率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、

景
気
・
経
済
を
冷
え
込
ま
せ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

町
は
３
％
分
を
上
乗
せ
す

る
こ
と
な
く
、
住
民
の
生
活

を
守
る
防
波
堤
に
な
る
べ
き

で
す
。

　

こ
の
条
例
の
一
部
改
正
の

理
由
は
、
消
費
税
法
お
よ
び

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
で
す
。
今
回
、
公
民

館
、
西
成
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

消費税財源は

福祉向上につながる
　

賛成　森　　　栄 議員

セ
ン
タ
ー
、
大
黒
澤
苑
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
武
道
館

な
ど
の
基
本
使
用
料
が
上
が

り
ま
す
が
、
消
費
税
の
引
き

上
げ
に
際
し
て
は
、
低
所
得

者
に
与
え
る
負
担
の
影
響
に

鑑
み
、
臨
時
的
に
措
置
さ
れ

る
臨
時
福
祉
給
付
金
が
交
付

さ
れ
る
の
で
、
低
所
得
者
に

対
し
て
影
響
を
与
え
る
も
の

で
は
な
く
、
平
均
的
に
消
費

税
を
徴
収
す
る
こ
と
で
、
そ

の
財
源
が
、
住
民
の
福
祉
向

上
や
生
活
の
利
便
性
に
つ
な

が
る
の
で
、
賛
成
し
ま
す
。

小
学
校

請
負
契
約
締
結

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

２
億
８
７
２
２
万
円
を
追
加

し
、
総
額
1
２
４
億
８
７
０

５
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
補
正
で
主
な
も
の

は
、
町
民
税
６
９
８
９
万
円

増
や
固
定
資
産
税
1
億
1
０

０
０
万
円
の
増
額
な
ど
で
す
。

歳
出
は
、
太
子
堂
、
富
ケ
丘
、

鷹
乃
杜
地
区
の
側
溝
整
備
事

業
、
除
融
雪
事
業
の
増
額
、

ユ
ー
マ
イ
タ
ウ
ン
施
設
整
備

基
金
の
積
立
等
で
す
。

　

他
に
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
、
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
、
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
お
い
て
も
、

原
案
と
お
り
、
可
決
し
ま
し

た
。

 

　

住
民
検
診
で
8
1
8
万

円
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

受
診
率
は
ど
う
で
す
か
。

 

　

健
幸　

は　

・
１
％
、

３０

２５

後
期
高
齢
者
健
診　

・
８
％
、

３４

胃
が
ん
検
診　

・
７
％
、
子

２０

宮
が
ん
検
診　

％
、
乳
が
ん

３２

検
診　

・
７
％
、
結
核
検
診

３０

　

・
９
％
、
肺
が
ん
検
診　

・

４４

４４

９
％
、
大
腸
が
ん
検
診　

・
３９

５
％
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

％
、
前
立
腺
が
ん
検
査

３３
　

・
６
％
、
脳
ド
ッ
ク
検
診

４５
　

・
３
％
、
歯
周
疾
患
検
診

１０７
・
９
％
で
す
。

問 答 

除
融
雪
費
を
増
額

　

平
成　

年
第
１
回
臨
時
議

２６

会
が
、
１
月　

日
に
開
か
れ

３１

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補

２５

正
予
算
は
、
３
６
２
万
円
を

追
加
し
、
総
額
１
２
１
億
９

９
８
３
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、
富

谷
町
消
防
団
町
中
班
に
配
備

す
る
た
め
の
小
型
可
搬
ポ
ン

プ
軽
積
載
車
の
購
入
等
で
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
４
月
開

２７

校
予
定
の
（
仮
称
）
明
石
台

小
学
校
校
舎
・
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
新
築
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
平
成　

年
度
（
仮
称
）
明

２５

石
台
小
学
校
校
舎
・
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
新
築
工
事
】

一
般
競
争
入
札

契
約
相
手
方

�
錢
高
組
東
北
支
店

契
約
金
額

　

億
４
２
０
０
万
円（
税
別
）

１７工
期

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２７

１３

第
１
回
臨
時
会

定 例 会 ・ 臨 時 会 

討

論

討　
　

論
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福島第一原子力発電所事故で

汚染された指定廃棄物の

最終処分場を宮城県黒川郡内に

建設することに反対する意見書

　宮城県指定廃棄物処理促進市町村会議において、環

境省井上信治副大臣から県内３箇所の指定廃棄物最終

処分場建設の調査候補地に、黒川郡大和町下原地区の

国有地が提示された。

　黒川郡内で隣接する本町としては、放射能汚染によ

る影響や風評被害など、様々な悪影響を懸念する。

　また、地産地消で農業の活性化に取り組んでいる販

売農家、工業用地造成による土地区画整理事業の企業

誘致にも影響を及ぼす風評被害は甚大である。

　黒川郡大和町への指定廃棄物最終物処分場を建設す

ることは、国有地といえども甚だ遺憾であり受け入れ

られるものではない。

　よって、本町議会は、黒川郡内に福島第一原子力発

電所事故で汚染された指定廃棄物の最終処分場の建設

に反対するものである。

〔提出先〕

　　内閣総理大臣　安倍晋三ほか

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年
。

今
も　

万
人
の
方
が
避
難
生

２６

活
を
強
い
ら
れ
、
そ
の
う
ち

　

万
人
が
仮
設
住
宅
に
暮
ら

１０し
、
厳
し
い
生
活
を
お
く
っ

て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
再
建
の
遅
れ
が

目
立
ち
、
深
い
悲
し
み
が
癒

え
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間

が
か
か
り
ま
す
。

　

３
月　

日　

時　

分
、
富

１１

１４

４６

谷
町
議
会
で
は
審
議
を
中
断

し
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

の
御
霊
に
復
興
を
誓
い
、

ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
員
に
は
、

人
間
復
興
・
心
の
復
興

を
支
え
続
け
て
、
こ
れ

か
ら
の
防
災
・
減
災
を

進
め
て
い
く
大
き
な
責

務
が
あ
り
ま
す
。
一
日

も
早
い
被
災
地
復
興
と
、

希
望
の
春
の
訪
れ
を
願

う
も
の
で
す
。

　

２
月　

日
、
宮
城
県
農
業

２０

会
議
の
渡
辺
副
会
長
、
富
谷

町
農
業
委
員
会
の
青
木
会
長
、

み
や
ぎ
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ス　
２１

の
伊
藤
会
長
が
議
長
室
を
訪

れ
、
浅
野
議
長
・
相
澤
副
議

長
に
「
女
性
の
農
業
委
員
へ

の
登
用
促
進
に
つ
い
て
の
要

請
書
」
を
手
渡
し
、
議
会
へ

の
要
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
政
府
の
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
等
に

お
い
て
、
よ
り
一
層
の
女
性

の
社
会
参
画
の
拡
大

を
求
め
て
い
る
こ
と

を
受
け
、
今
年
７
月

　

日
に
任
期
満
了
を

１９迎
え
る
本
町
の
農
業

委
員
の
改
選
に
あ
た

り
、
女
性
の
農
業
委

員
へ
の
複
数
登
用
に

つ
い
て
の
配
慮
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

３
月
５
日
、
あ
さ
ひ
な
農

業
協
同
組
合
の
桜
井
専
務
と

鈴
木
部
長
が
議
長
室
を
訪
れ
、

浅
野
議
長
・
相
澤
副
議
長
に

「
東
京
電
力
原
発
事
故
に
係

る
指
定
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
受
入
問
題
に
関
す
る
要
請

書
」
を
手
渡
し
、
議
会
へ
の

要
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
環
境
省
が

１
月　

日
に
、
宮
城
県
に
お

２０

け
る
「
指
定
廃
棄
物
最
終
処

分
場
」
の
建
設
候
補
地
と
し

て
、
栗
原
市
、
大
和

町
、
加
美
町
の
国
有

地
を
提
示
し
た
こ
と

に
対
し
、
農
畜
産
物

に
対
す
る
風
評
被
害

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
処
分
場

の
設
置
に
つ
い
て
断

固
反
対
す
る
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。

定 例 会 

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京
電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故
ににににににににににににににににににににににににに
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

東
京
電
力
原
発
事
故
に
係
る

指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃
棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄棄
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物
最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最
終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終
処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
ののののののののののののののののののののののののの
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題
ににににににににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請

指
定
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
受
入
問
題
に
関
す
る
要
請

女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
ののののののののののののののののののののののののの
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
ののののののののののののののののののののののののの
登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
ににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててててててててててててて
ののののののののののののののののののののののののの

女
性
の
農
業
委
員
へ
の
登
用
促
進
に
つ
い
て
の

要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要　
請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請

採
択

東東東東東東東東東東東東
日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本
大大大大大大大大大大大大
震震震震震震震震震震震震
災災災災災災災災災災災災
犠犠犠犠犠犠犠犠犠犠犠犠
牲牲牲牲牲牲牲牲牲牲牲牲
者者者者者者者者者者者者

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
ののののののののののののの
方方方方方方方方方方方方
へへへへへへへへへへへへ
方
へ

黙黙黙黙黙黙黙黙黙黙黙黙
とととととととととととと
うううううううううううう

黙
と
う
ををををををををををををを
捧捧捧捧捧捧捧捧捧捧捧捧
げげげげげげげげげげげげ
まままままままままままま
しししししししししししし
たたたたたたたたたたたた

捧
げ
ま
し
た



とみや議会だより No.164

2014年 （平成 26年）５月１日
12

第１回臨時会（1/31）・第１回定例会（2/24～3/14)　議案採決結果一覧
提
案
者

相
澤　

榮

渡
邊
俊
一

磯
前　

武

永
野
久
子

佐
藤
聖
子

細
谷 

二

小
川
昌
義

山
路
清
一

佐
藤
克
彦

千
葉　

達

森　
　

栄

安
住
稔
幸

浅
野
直
子

小
泉　

光

�
橋
正
俊

三
浦
邦
夫

出
川
博
一

菅
原
福
治

議決結果
反　

対

賛　

成
議　　　　　案

町
長
提
案

○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決018
平成２５年度富谷町一般会計補正予算
（第６号）

第
１
回
臨
時
会

○○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決018
平成２５年度（仮称）富谷町立明石台
小学校校舎・放課後児童クラブ新築
工事請負契約の締結

○○○××○○○○

欠
席

○○○○○○○○原案可決215
財産の交換、譲与、無償貸付け等に
関する条例等の一部改正

第
１
回
定
例
会

○○○××○○○○○○○○○○○○原案可決215富谷町福祉健康センター条例の一部改正

○○○××○○○○○○○○○○○○原案可決215富谷町公共物管理条例の一部改正

○○○××○○○○○○○○○○○○原案可決215富谷町道路占用料等条例の一部改正

×○○××××××○○○××○○×原案否決107出張所設置条例の一部改正

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017富谷町税条例の一部改正

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017富谷町国民健康保険税条例の一部改正

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
富谷町母子家庭等福祉対策資金貸付
条例の一部改正

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017富谷町社会教育委員条例の一部改正

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017富谷町地域下水処理場使用条例の廃止

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２５年度富谷町一般会計補正予算
（第７号）

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２５年度富谷町国民健康保険特別
会計補正予算（第４号）

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２５年度富谷町下水道事業特別会
計補正予算（第３号）

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２５年度富谷町介護保険特別会計
補正予算（第４号）

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２５年度富谷町後期高齢者医療特
別会計補正予算（第３号）

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２５年度富谷町水道事業会計補正
予算（第３号）

○○○××○○○○○○○○○○○○原案可決215平成２６年度富谷町一般会計予算

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２６年度富谷町国民健康保険特別
会計予算

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２６年度富谷町下水道事業特別会
計予算

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017平成２６年度富谷町介護保険特別会計予算

○○○××○○○○○○○○○○○○原案可決215
平成２６年度富谷町後期高齢者医療特
別会計予算

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017平成２６年度富谷町水道事業会計予算

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017富谷町道路線の認定

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017富谷町道路線の廃止

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
宮城県市町村等非常勤職員公務災害補
償等認定委員会を共同で設置する地方
公共団体の数の減少及び規約の変更

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
宮城県市町村等非常勤職員公務災害
補償等審査会を共同で設置する地方
公共団体の数の減少及び規約の変更

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
宮城県市町村職員退職手当組合を組
織する地方公共団体の数の減少及び
規約の変更

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017権利の放棄

×○○××××××○○○××○××原案否決116
平成２５年度富谷町一般会計補正予算
（第８号）

－－－－－－－－－－－－－－－棄－原案不同意115副町長の選任につき同意を求めること

議
員
提
案

○○○○○○○○○○○○○○○○○原案採択017
福島第一原子力発電所事故で汚染され
た指定廃棄物の最終処分場を宮城県黒
川郡内に建設することに反対する意見書

○賛成　　×反対　　棄　棄権 
※「副町長の選任につき同意を求めること」については、無記名投票のため各議員の賛否は把握できません。
※議長は採決に加わりません。
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 森　　　栄 議員　 14p
　除雪の課題と対策を問う

 磯前　　武 議員　 15p
　高屋敷工業団地への企業立地の加速は

　障がい者に農業就労の解決策はどうか

 出川　博一 議員　 14～15p
　借入残急増　子どもたちにツケを回すな

　出張所の行政サービスの効率化はいかに

　（仮称）明石台小開校へのスケジュールは

 菅原　福治 議員　 16p
　除雪をもっと丁寧に、除雪の研究・検討を

　福島原発事故での指定廃棄物の影響は

　市制移行までに町内会館の建て替えを望む

 山路　清一 議員　 17p
　高屋敷地区工業用地の現況を問う

　杜乃橋北側丁字路に一時停止標識が必要では

 浅野　直子 議員　 16～17p
　住み慣れた場所で暮らせる社会を

　障がい者の鉄道・バス乗降時の改善を

　町道融雪事業費と雪道対応について

 佐藤　克彦 議員　 18p
　本町の農業政策を問う

 小川　昌義 議員　 19p
　どうなる子ども・子育て新制度

　除雪車にＧＰＳを利用しては

　情報化の経費削減策は

 三浦　邦夫 議員　 18～19p
　（仮称）明石台小学校の通学路の安全対策は

 小泉　　光 議員　 20p
　学校グラウンドの排水工事を進めよ

　不育症治療費助成の実施を

 佐藤　聖子 議員　 21p
　保育に欠ける子どもの立場に立つ取り組みを

　ごみの削減、協力どのように求める

 安住　稔幸 議員　 20～21p
　役場本庁舎に年中無休の窓口開設を

　イオン富谷店内に富谷町ＰＲコーナーを

　富谷町消防団の装備充実と団員の処遇改善を

 永野　久子 議員　 22p
　持ち家に課税する国保の資産割は廃止を

　中小企業振興資金は個人事業者も対象か

一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問一般質問

町町町町町町町町町町
政政政政政政政政政政
をををををををををを
問問問問問問問問問問
うううううううううう

町
政
を
問
う

各
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
の
概
要
を
、　

ペ
ー
ジ
か
ら

１４

　

ペ
ー
ジ
ま
で
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２２詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

人
が
一
般
質
問

１３
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森 栄森　　栄
議 員議　員

　

平
成　

年
度
予
算
に
関
連

２６

し
、
質
問
し
ま
す
。

問　

昨
年　

月　

日
の
町
長

１０

３１

の
予
算
編
成
方
針
で
は
、
1

２
０
億
円
を
明
示
し
て
い
た

が
、
当
初
予
算
1
３
７
億
円

強
と
な
っ
た
。
な
ぜ
、
方
針

が
変
え
ら
れ
た
の
で
す
か
。

答　

（
仮
称
）明
石
台
小
学
校

と
高
屋
敷
工
業
団
地
の
道
路

拡
幅
、
そ
れ
か
ら
消
費
税

ア
ッ
プ
、
１
２
０
億
円
で
到

底
終
わ
る
数
字
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
必
然
的
な
部
分
を
除

い
て
と
い
う
意
味
合
い
で
す
。

問　

臨
時
財
政
対
策
債
（
以

下
臨
財
債
と
い
う
。）の
使
い

道
は
。

答　

臨
財
債
は
普
通
地
方
交

付
税
（
各
自
治
体
で
不
足
す

る
財
源
と
し
て
国
か
ら
交
付

を
受
け
る
も
の
）
の
代
替
財

源
（
借
金
）
で
、
全
て
の
事

業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

問　

教
育
債
や
災
害
復
旧
債

と
違
い
、
目
的
の
は
っ
き
り

し
な
い
臨
財
債
を
こ
の
ま
ま

借
り
つ
づ
け
る
の
で
す
か
。

答　

臨
財
債
は
将
来
の
負
担

へ
の
借
入
と
の
概
念
は
あ
り

ま
せ
ん
。
必
ず
し
も
借
り
な

く
て
も
い
い
も
の
で
、
そ
の

都
度
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

問　

「
子
ど
も
た
ち
に
ツ
ケ

を
回
す
な
」
と
主
張
し
た
い
。

　

年
度
か
ら
の
４
年
間
で
新

２３設
小
学
校
の
教
育
債
も
含
め
、

本
年
度
末
の
借
入
残
高
増
加

出川出川 博一博一
議 員議　員

 
問 

除
雪
の
課
題
と
対
策
を
問
う

答　

住
民
協
働
で

除
雪
対
策
の
構
築
を
検
討

　

去
る
２
月
の
週
末
の
２
度

の
記
録
的
な
大
雪
で
、
本
町

で
は　

�
の
積
雪
が
あ
り
、

４５

通
学
、
通
勤
す
る
学
生
や
会

社
員
な
ど
が
利
用
す
る
バ
ス

や
自
動
車
の
交
通
渋
滞
が
発

生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
雪

の
た
め
に
自
動
車
が
ス
リ
ッ

プ
し
、
側
溝
に
入
っ
た
り
す

る
な
ど
、
住
民
生
活
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
児
童
生
徒
が
通

学
す
る
冬
季
に
お
け
る
通
学

路
の
安
全
確
保
や
、
独
居
老

人
・
高
齢
者
世
帯
の
自
宅
か

ら
公
道
ま
で
の
除
雪
の
問
題

や
課
題
も
提
示
し
ま
し
た
。

多
く
の
住
民
か
ら
大
雪
の
除

雪
に
対
す
る
不
満
や
要
望
の

声
が
、
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
除
雪
の
対
策
と
課

題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

問　

通
常
の
除
雪
態
勢
は
。

答　

３
工
区
に
エ
リ
ア
を
決

め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
１

次
路
線
は
、
５
�
以
上
の
積

雪
の
場
合
に
、
融
雪
や
除
雪

を
し
て
い
ま
す
。

問　

団
地
内
の
道
路
の
除
雪

対
応
は
。

答　

極
力
、
ご
要
望
に
応
え

た
い
が
、
難
し
い
課
題
で
す
。

問　

通
学
路
の
除
雪
作
業
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
て
で
き
な
い
か
。

答　

次
年
度
に
向
け
て
想
定

 
問 

借
入
残
急
増

子
ど
も
た
ち
に
ツ
ケ
を
回
す
な

答　

借
入
残
の
状
況
は
認
識

新
た
な
展
開
の
理
解
を

答　

ご
自
身

で
対
応
が
無

理
な
場
合
は
、

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

や

ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
等
と
連

携
し
て
支
援

体
制
を
検
討

し
ま
す
。

問　

大
雪
の

被
害
状
況
は
。

答　

路
面
凍

結
が
原
因
の

物
損
事
故
が

を
越
え
る
大
雪
の
場
合
の
対

応
を
検
討
し
ま
す
。

問　

除
雪
作
業
委
託
業
者
数

と
除
雪
費
用
は
。

答　

３
工
区
を
３
業
者
で
、

除
雪
機
械
は
合
計　

台
で
す
。

１０

除
雪
費
用
は
２
月
末
現
在
で

約
１
億
２
９
０
０
万
円
で
す
。

問　

独
居
老
人
世
帯
や
高
齢

者
世
帯
の
自
宅
か
ら
公
道
ま

で
の
除
雪
の
対
応
は
。

５
件
で
す
。

　

農
業
施
設
の
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
の
破
損
が　

件
で
、
被
害

２６

額
は
約
３
９
４
万
円
で
す
。

問　

除
雪
の
苦
情
や
要
望
を

今
後
の
防
災
計
画
に
ど
の
よ

う
に
活
か
し
ま
す
か
。

答　

今
回
の
事
例
を
活
か
し
、

住
民
協
働
で
、
除
雪
対
策
の

構
築
を
検
討
し
ま
す
。
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磯前 武磯前　武
議 員議　員

画
整
理
組
合
の
皆
さ
ん
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
結
果
と
し

て
造
成
着
手
す
る
予
定
で
す
。

新
し
い
進
出
企
業
等
の
好
感

触
を
得
て
、
県
も
重
い
腰
を

上
げ
、
造
成
着
手
に
至
り
ま

し
た
。
首
長
と
知
事
の
関
係

性
は
、
と
て
も
重
要
で
す
。

問　

大
清
水
一
丁
目
の
新
工

場
・
店
舗
の
進
出
計
画
、
雇

用
の
面
の
期
待
度
は
。

答　

ゆ
っ
ぽ
南
側
に
牛
タ
ン

の
製
造
会
社
が
、
今
年
の
秋

口
か
ら
稼
働
を
開
始
す
る
予

定
で
あ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
着
工

の
見
込
み
で
、
雇
用
は　

〜
６０

　

人
程
度
の
規
模
で
す
。

１００問　

上
桜
木
二
丁
目
の
ジ
オ

ラ
本
社
工
場
の
状
況
は
。

答　

本
社
と
工
場
の
移
転
で
、

「
べ
こ
政
宗
」
の
会
社
で
す
。

総
従
業
員
数
約
１
０
０
人
程

度
で
地
元
か
ら
の
採
用
も
考

え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

問　

明
石
台
六
丁
目
に
進
出

が
予
定
さ
れ
て
い
る
「（
仮

称
）
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
明
石

台
店
」
の
開
店
予
定
時
期
、

雇
用
を
問
い
ま
す
。

答　

今
年
の
秋
口
を
開
店
目

標
と
し
て
い
て
、
現
時
点
で

着
工
の
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
雇
用
で
は
、

お
お
よ
そ
１
２
０
名
程
度
で
、

正
社
員
は
２
割
程
度
で
残
り

は
パ
ー
ト
で
す
。

問　

成
田
地
区
の
結
婚
式
場

跡
地
と
上
桜
木
地
区
の
大
型

量
販
店
進
出
計
画
は
。

答　

成
田
地
区
は
不
動
産
業

者
か
ら
購
入
者
決
定
と
の
情

報
が
あ
り
、
上
桜
木
地
区
は

契
約
成
立
と
の
こ
と
で
す
。

興
で
、
ま
す
ま

す
発
展
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、
以
下
、

質
問
し
ま
す
。

問　

富
谷
I
C

が
国
道
４
号
に

接
続
し
た
こ
と

が
呼
び
水
と
な

り
、
高
屋
敷
工

業
団
地
の
企
業

立
地
が
加
速
す

る
と
考
え
る
が
、

町
の
見
解
は
。

答　

高
屋
敷
区

　

仙
台
北
部
道
路
が
完
成
し
、

富
谷
I
C
が
開
通
し
ま
し
た
。

平
成　

年
か
ら
の
富
谷
町
は
、

２６

企
業
誘
致
な
ど
の
産
業
の
振

 
問 

高
屋
敷
工
業
団
地
へ
の

企
業
立
地
の
加
速
は

答　

進
出
企
業
の
好
感
触
を
得
て

県
も
造
成
着
手
を
許
可

その他の
質　　問

問 
障
が
い
者
に

農
業
就
労
の
解
決
策
は
ど
う
か

答 
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
等
に
は

例
外
的
に
あ
る

その他の
質　　問

問 
（
仮
称
）
明
石
台
小
開
校
へ
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答 
平
成　

年
４
月
開
校

２７庁
内
全
体
で
総
力
を
挙
げ
る

その他の
質　　問

問 
出
張
所
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

効
率
化
は
い
か
に

答 
土
日
祝
日
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
る
声
は
大
き
い

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答　

臨
財
債
の
状
況
も
認
識

し
て
い
ま
す
。
企
業
を
誘
致

し
、
新
た
な
展
開
の
絡
み
も

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

額
は　

億
３１

円
の
見
込

み
。
う
ち

　

億
円
が

２６４
年
間
の

短
期
間
に

臨
財
債
で

増
え
て
お

り
、
そ
の

返
済
も
始

ま
り
財
政

を
圧
迫
し

ま
す
。
健

全
財
政
に

　▲  明石台に小学校建設
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慣
れ
た
場
所
で
暮
ら
せ

る
社
会
を
目
指
す
こ
と

で
す
。

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
や
地
域
で
支
え
合
う

仕
組
み
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
が
。

答　

地
域
で
支
え
合
う

仕
組
み
は
大
事
で
す
。

地
域
の
福
祉
活
動
の
支

援
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
の
実
現
に
向
け

て
の
構
築
と
い
う
よ
う

な
と
こ
ろ
が
重
要
で
す
。

問　

単
独
世
帯
、
高
齢

世
帯
が
増
え
て
い
く
中

で
、
自
助
・
互
助
の
役

浅野浅野　直子直子
議 員議　員

菅原菅原　福治福治
議 員議　員

た
。
住
民
か
ら
は
効
果
的
で

丁
寧
な
除
雪
と
、
除
雪
範
囲

 
問 

除
雪
を
も
っ
と
丁
寧
に

除
雪
の
研
究
・
検
討
を

答　

今
後
は
襟
を
正
し

丁
寧
な
除
雪
に
努
め
ま
す

　

２
月
、
２
週
続
け
て
記
録

的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し

その他の
質　　問

問 
市
制
移
行
ま
で
に

町
内
会
館
の
建
て
替
え
を
望
む

答 
会
館
の
建
て
替
え
と
新
築
は

年
一
棟
が
基
本
で
す

拡
大
等
の
要
望
が
あ

り
、
ま
れ
に
み
る
大

雪
に
し
て
も
、
交
通

ま
ひ
、
通
学
困
難
な

事
態
は
深
刻
に
受
け

と
め
る
べ
き
で
す
。

問　

効
率
的
で
効
果

的
な
除
雪
、
丁
寧
な

除
雪
、
深
堀
り
の
除

雪
の
徹
底
の
考
え
は
。

答　

委
託
業
者
へ
の

指
導
は
徹
底
し
ま
す
。

深
堀
り
は
施
設
が
破

損
す
る
こ
と
も
あ
り
、

若
干
の
か
き
残
し
が

発
生
す
る
こ
と
も
あ

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
に
よ
っ
て
発
生
し
た
県

内
の
指
定
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
候
補
地
に
、
黒
川
郡
大

和
町
の
下
原
地
区
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
地
元
で
は
「
到

底
受
け
入
れ
る
事
は
で
き
な

い
」
と
、
町
長
始
め
各
団
体

か
ら
反
対
意
見
が
続
出
。
町

の
考
え
方
を
問
い
ま
す
。

問　

本
町
は
子
ど
も
が
多
い

こ
と
、
ま
た
企
業
誘
致
活
動

の
マ
イ
ナ
ス
、
野
菜
等
へ
の

風
評
被
害
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
和
町
候
補
地
に
対

し
て
の
町
の
考
え
は
。

答　

黒
川
圏
域
は
、
将
来
に

わ
た
っ
て
人
口
集
積
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
遠
隔
地

の
設
置
を
強
く
望
み
ま
す
。

問　

黒
川
４
町
村
の
連
携
と
、

現
時
点
の
状
況
は
。

答　

現
在
は
動
き
が
無
く
、

静
か
に
推
移
を
見
守
り
ま
す
。

 
問 

福
島
原
発
事
故
で
の

指
定
廃
棄
物
の
影
響
は

答　

風
評
被
害
は
、

国
が
万
全
を
尽
く
す
も
の

り
ま
す
。

問　

通
学
路
確
保
の
た
め
、

学
校
関
係
に
ミ
ニ
除
雪
機
導

入
の
考
え
は
。

答　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
用
等
も
含
め
、
通

学
路
除
雪
、
歩
道
除
雪
は
検

討
課
題
と
し
ま
す
。

　▲  出典：厚生労働省ホームページ

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
最
大
の
テ
ー
マ
は
、
住
み

 
問 

住
み
慣
れ
た
場
所
で

暮
ら
せ
る
社
会
を

答　

地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
が

大
切
で
す

割
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
が
。

答　

社
協
や
シ
ル
バ
ー
人
材
、
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山路山路 清一清一
議 員議　員

 
問 

高
屋
敷
地
区
工
業
用
地
の

現
況
を
問
う

答　

国
道
４
号
か
ら
の

道
路
・
橋
梁
工
事
近
く
発
注

　

高
屋
敷
地
区
の
市
街
化
区

域
編
入
と
事
業
概
要
を
質
問

し
ま
す
。

問　

杜
乃
橋
地
区
と
の
接
続

道
路
の
計
画
は
。

答　

開
発
区
域
内
道
路
幅　
１６

ｍ
、
接
続
道
路
は　

ｍ
で
す
。

１３

問　

杜
乃
橋
地
区
住
民
へ
の

説
明
の
内
容
は
。

答　

事
業
目
的
、
計
画
概
要
、

土
地
利
用
計
画
、
工
事
工
程
、

安
全
対
策
で
す
。

問　

国
道
か
ら
の
道
路
改
良

と
橋
架
け
替
え
は
。

答　

延
長
は
橋
梁
を
含
め
約

１
５
０
ｍ
、
現
況
６
ｍ
か
ら

道
路
計
画
に
合
わ
せ
、
高
屋

敷
線
を　

ｍ
に
拡
幅
し
ま
す
。

１６

問　

開
発
区
域
内
歩
道
幅
員

は
。

答　

計
画
道
路　

ｍ
幅
員
の

１６

両
サ
イ
ド
に
、
幅
３
ｍ
の
歩

道
で
す
。

問　

今
後
の
開
発
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答　

５
月
に
国
の
告
示
を
受

け
市
街
化
区
域
編
入
、
そ
の

後
に
組
合
を
設
立
、
工
事
は

夏
場
発
注
の
計
画
で
す
。

　▲  杜乃橋北側丁字路

問　

丁
字

路
に
一
時

停
止
標
識

が
必
要
で

は
。

答　

前
回

調
査
時
は

交
通
量
も

少
な
く
見

送
っ
た
が
、

人
口
増
加

が
著
し
く
、

再
調
査
し

　

発
展
目
覚
ま
し
い
杜
乃
橋

に
お
け
る
、
北
側
丁
字
路
で

の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
質

問
し
ま
す
。

問　

丁
字
路
以
北
の
道
路
計

画
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

北
側
は
大
和
町
で
あ
り
、

道
路
延
伸
の
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
。

 
問 

杜
乃
橋
北
側
丁
字
路
に

一
時
停
止
標
識
が
必
要
で
は

答　

人
口
が
急
増
し
て
お
り

再
調
査
し
て
対
応
し
ま
す

対
応
し
ま
す
。

問　

信
号
か
ら
丁
字
路
ま
で

の
街
路
灯
が
、
夜　

時
に
消

１２

灯
す
る
こ
と
に
、
住
民
か
ら

不
安
の
声
が
あ
る
が
、
町
の

見
解
は
。

答　

現
在　

時
消
灯
設
定
で

１２

す
が
、
部
分
点
灯
も
含
め
検

討
し
ま
す
。

その他の
質　　問

問 
町
道
融
雪
事
業
費
と

雪
道
対
応
に
つ
い
て

答 
町
道
の
３
分
の
２
を
除
雪
し
て

総
予
算
の
１
％
強
で
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
他
、
横
の
つ
な
が
り

を
密
に
し
な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー

し
合
え
る
関
係
性
が
、
今
後

求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

問　

今
後
、
地
域
支
援
事
業

で
は
ど
の
よ
う
な
計
画
を
重

点
に
置
か
れ
て
い
ま
す
か
。

答　

介
護
保
険
の
見
直
し
を

基
本
と
し
、
要
支
援
者
の
通

所
介
護
、
訪
問
介
護
、
在
宅

医
療
と
介
護
の
連
携
な
ど
地

域
ケ
ア
会
議
や
、
こ
れ
か
ら

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、　

年
度
は
第
６
期
介

２６

護
保
険
事
業
策
定
の
た
め
検

討
し
ま
す
。

 
問 

障
が
い
者
の
鉄
道
・
バ
ス

乗
降
時
の
改
善
を

答　

平
成　

年　

月
よ
り

２６

１２

イ
ク
ス
カ
カ
ー
ド
導
入
で
す

　

障
が
い
者
の
地
下
鉄
、
路

線
バ
ス
乗
降
時
の
利
便
性
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

問　

地
下
鉄
乗
車
券
購
入
の

際
、　

％
割
引
で
小
児
普
通

５０

乗
車
券
を
買
う
行
為
が
苦
痛

で
あ
る
と
の
訴
え
が
あ
り
ま

す
。
再
度
改
善
を
求
め
、
町

の
対
応
を
質
問
し
ま
す
。

答　

地
下
鉄
乗
車
券
購
入
は
、

平
成　

年　

月
よ
り
イ
ク
ス

２６

１２

カ
カ
ー
ド
導
入
で
便
利
に
な

り
ま
す
。
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三浦三浦 邦夫邦夫
議 員議　員

佐藤佐藤　克彦克彦
議 員議　員

　

幸
せ
を
実
感
で
き
笑
顔
輝

く
あ
っ
た
か
富
谷
、
教
育
満

足
度
日
本
一
を
目
指
し
て
い

る
我
が
町
富
谷
に
、
新
し
い

小
学
校
が
誕
生
し
ま
す
。
特

に
こ
の
小
学
校
は
、
教
育
に

詳
し
く
、
教
育
に
人
一
倍
の

情
熱
を
持
っ
て
い
る
現
町
長

が
、
最
初
か
ら
手
が
け
た
小

学
校
で
す
。
町
民
の
多
く
が

期
待
し
、
心
よ
り
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
明
石
台
五
丁

目
町
内
の
交
通
量
は
、
利
府

方
面
か
ら
の
直
進
車
も
多
く
、

特
に
通
勤
時
間
帯
は
朝
の
交

通
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
と
重
な
り
、

か
な
り
の
交
通
量
で
す
。
開

校
と
同
時
に
、
児
童
の
通
学

時
間
帯
と
ぶ
つ
か
り
、
非
常

に
危
険
で
あ
り
ま
す
。
町
の

対
策
を
質
問
し
ま
す
。

　

次
に
、（
仮
称
）
明
石
台
小

学
校
新
設
に
伴
い
、
設
置
さ

れ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

今
ま
で
の
他
の
小
学
校
に
な

い
、
学
校
内
に
直
接
設
置
と

な
り
、
対
応
の
仕
方
等
も
他

と
か
な
り
違
い
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
の
か
、
質
問
し
ま

す
。

問　

南
側
正
門
前
に
信
号
機

の
設
置
は
、
絶
対
に
必
要
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

横
断
歩
道
の
設
置
や
交

通
信
号
機
の
設
置
な
ど
、
現

実
に
必
要
な
の
で
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

団
体
と
一
体

に
な
り
準
備

し
ま
す
。

②
対
象
と
な

る
地
区
に
今

後
説
明
を
行

い
、
事
業
参

加
を
呼
び
か

け
ま
す
。
ま

た
、
対
象
地

区
外
に
つ
い

て
は
、
県
と

連
携
を
と
り

検
討
し
て
い

き
ま
す
。

③
地
産
地
消

構
と
連
携
を
密
に
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
交
付
金
は

半
減
さ
れ
ま
す
。
主
食
用
米

だ
け
で
な
く
、
麦
・
大
豆
・

飼
料
用
米
な
ど
、
需
要
の
あ

る
作
物
の
生
産
を
振
興
し
、

５
年
後
に
お
い
て
、
行
政
に

よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配
分

に
頼
ら
ず
、
主
食
用
米
の
生

産
が
で
き
る
よ
う
に
生
産
者
、

Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
な
お
よ
び
関
係

 
問 
（
仮
称
）
明
石
台
小
学
校
の

通
学
路
の
安
全
対
策
は

答　

横
断
歩
道
、
交
通
信
号
機
を

設
置
し
ま
す

 
問 

本
町
の
農
業
政
策
を
問
う

答　

農
協
と
連
携
を
深
め
取
り
組
む

　

昨
年　

月
に
、
政
府
与
党

１１

は
、
新
た
な
水
田
政
策
を
決

め
ま
し
た
。
米
の
直
接
支
払

い
交
付
金
の
単
価
は
半
額
、

時
限
措
置
と
し
て
、
飼
料
用

米
、
米
粉
用
米
は　

ａ
当
た

１０

り　

万
５
０
０
０
円
の
数
量

１０
払
い
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、

５
年
後
を
め
ど
に
国
の
生
産

数
量
の
配
分
を
や
め
、
現
場

が
需
要
に
応
じ
生
産
を
す
る

こ
と
を
目
指
す
一
方
で
、
地

域
政
策
と
し
て
、
新
た
な
日

本
型
直
接
支
払
い
制
度
（
多

面
的
機
能
支
払
い
）
を
創
設

す
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
町
の
役
割
は

非
常
に
大
切
に
な
っ
て
い
ま

す
。
本
町
の
今
後
の
農
業
、

５
年
後
、　

年
後
等
の
長
い

１０

目
標
を
持
っ
た
政
策
の
必
要

性
を
思
い
、
次
の
質
問
を
し

ま
す
。

問　

①
水
田
政
策
の
見
直
し

に
よ
る
本
町
の
農
業
政
策
は
。

②
日
本
型
直
接
支
払
い
制
度

に
対
す
る
対
策
は
。

③
園
芸
振
興
の
た
め
の
本
町

の
対
策
は
。

④
農
業
後
継
者
育
成
対
策
は
。

答　

①
新
た
に
創
設
さ
れ
た

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
農

地
の
担
い
手
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
、
農
業
経
営
の
効

率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
町
に
お
い
て
も
管
理
機

の
観
点
か
ら
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
へ
の
出
荷
は
重
要
性
が

高
く
、
Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
な
と
連

携
を
図
り
、
出
荷
量
を
増
や

す
よ
う
対
応
し
ま
す
。
産
直

組
織
お
ん
な
い
ん
会
を
今
後

も
支
援
し
ま
す
。

④
後
継
者
対
策
は
、
町
独
自

支
援
策
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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小川小川 昌義昌義
議 員議　員

問　

新
設
さ
れ
る
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
対
策
は
。

答　
　

人
の
範
囲
内
で
の
利

９０

用
児
童
数
を
見
込
み
、
対
応

し
ま
す
。

問　

指
導
者
の
採
用
は
ど
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

答　

子
育
て
会
議
で
審
議
し

た
内
容
を
踏
ま
え
、
児
童
の

遊
び
を
指
導
す
る
資
格
を
有

す
る
指
導
委
員
を
採
用
し
ま

す
。

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館

を
含
む
授
業
と
の
関
係
は
。

答　

授
業
に
支
障
に
な
ら
な

い
範
囲
で
利
用
し
ま
す
。

問　

特
に
今
回
は
学
校
内
に

新
設
さ
れ
る
利
点
か
ら
、
指

導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
考
え
て

い
ま
す
か
。

答　

指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

今
後
検
討
し
ま
す
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
か

ら
子
ど
も
教
室
に
転
用
で
き

ま
せ
ん
か
。

答　

富
谷
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
の
名
称

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

の
設
置
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

答　

委
員
は　

人
で
す
。
年

１０

代
は　

代
〜　

代
、
女
性
７

２０

６０

人
、
男
性
３
人
で
、
合
議
制

で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

 
問 

ど
う
な
る

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度

答　

待
機
児
童
解
消
に
努
め
た
い

問　

施
設
間
の
格
差
を
生
じ

さ
せ
な
い
対
策
は
。

答　

保
育
統
括
監
が
、
各
施

設
を
巡
回
し
て
見
回
っ
て
い

ま
す
。

問　

小
規
模
施
設
の
安
全
基

準
は
定
め
て
い
ま
す
か
。

答　

小
規
模
保
育
室
は　

年
２６

度
か
ら
の
新
規
事
業
で
す
が
、

し
っ
か
り
と
作
成
を
す
る
予

定
で
す
。

問　

家
庭
的

保
育
で
、
公

立
や
認
可
保

育
所
と
の
格

差
が
生
じ
ま

せ
ん
か
。

答　

家
庭
的

保
育
は
、
現

在
３
カ
所
で
、

当
町
に
は
保

育
統
括
監
が

お
り
、
基
準

に
沿
っ
た
保

育
を
し
て
い

ま
す
。

問　
　

年
度
の
委
託
料
、
使

２６

用
料
、
賃
借
料
の
経
費
額
は
。

答　

改
修
も
含
め
４
０
０
０

万
円
増
、
委
託
料
で
２
０
０

０
万
円
増
で
す
。

問　

シ
ス
テ
ム
統
合
等
で
、

経
費
削
減
策
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

汎
用
性
は
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 
問 

情
報
化
の
経
費
削
減
策
は

答　

経
費
削
減
を
念
頭
に
入
れ
な
が
ら

進
め
た
い

問　

国
交
省
か
ら
の
提
言
で
、

自
治
会
等
と
の
連
携
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。

答　

通
学
路
の
確
保
に
つ
い

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
等
の
活
用
や
町
で
の
小

型
除
雪
機
の
購
入
な
ど
、
検

討
課
題
と
し
ま
す
。

問　

除
雪
車
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
連

携
を
取
り
、
町
民
に
も
わ
か

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

答　

検
証
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

 
問 

除
雪
車
にＧ

Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
て
は

答　

除
雪
体
制
を
含
め
検
証
し
た
い

　▲  （仮称）明石台小学校イメージ図
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安住安住　稔幸稔幸
議 員議　員

小泉 光小泉　光
議 員議　員

 
問 

役
場
本
庁
舎
に

年
中
無
休
の
窓
口
開
設
を

答　

役
場
本
庁
舎
で
は

無
理
と
の
見
解
で
す

　

東
向
陽
台
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
排
水
は
非
常
に
具

合
良
く
、
雨
の
翌
日
に
は
使

用
可
能
と
聞
い
て
い
ま
す
。

 
問 

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

排
水
工
事
を
進
め
よ

答　

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

　

愛
知
県
東
郷
町
で
は
「
不

育
症
治
療
費
助
成
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
広
く
知
ら

れ
て
い
な
い
施
策
で
す
が
、

富
谷
町
が
県
で
初
め
て
こ
の

取
組
み
を
行
え
ば
、
あ
た
た

か
い
先
進
の
町
と
注
目
さ
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
昨
年
５
月
に
請
願

の
出
て
い
る　

歳
高
校
卒
業

１８

ま
で
医
療
費
無
料
化
の
検
討
、

進
捗
状
況
を
質
問
し
ま
す
。

問　

量
の
み
で
は
な
く
質
に

重
点
を
置
く
こ
と
も
市
制
を

目
指
す
上
で
大
事
な
こ
と
で

は
な
い
で
す
か
。

答　

不
育
症
相
談
件
数
は
県

内
で
５
件
程
な
の
で
、
考
え

る
の
で
あ
れ
ば
不
妊
症
と
合

わ
せ
て
い
き
た
い
が
、
そ
の

段
階
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
　

歳
ま
で
の
医
療
費
無

１８

料
化
の
計
画
検
討
は
具
体
的

に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

答　

昨
年　

月
か
ら
の
医
療

１０

費
助
成
拡
大
分
が
、
月
に
５

０
０
万
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

１
年
間
以
上
推
移
を
見
な
い

こ
と
に
は
、　

歳
ま
で
引
き

１８

上
げ
た
時
に
町
の
財
政
に
ど

の
く
ら
い
影
響
を
与
え
る
か

見
極
め
ら
れ
な
い
の
で
、
も

う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 
問 

不
育
症
治
療
費
助
成
の
実
施
を

答　

当
面
予
定
あ
り
ま
せ
ん

町
の
考
え
を
質
問
し
ま
す
。

問　

意
志
と
計
画
が
必
要
で

は
な
い
で
す
か
。

答　

予
算
規
模
の
範
囲
か
ら

計
画
は
た
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

問　

将
来
を
見
据
え
た
計
画

で
予
算
立
て
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

答　

部
分
的
な
改
良
は
継
続

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

他
の
学
校

に
は
水
は

け
の
よ
く

な
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
が

見
ら
れ
、

運
動
量
の

多
い
中
学

校
か
ら
計

画
的
に
グ

ラ
ウ
ン
ド

の
排
水
能

力
を
高
め

る
工
事
を

す
す
め
る

べ
き
で
す
。

　▲  東向陽台中学校グラウンド

開
設
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
、
富
谷
町
の
情
報
発

信
と
な
り
得
る
場
所
と
今
も

考
え
て
い
ま
す
。

　▲  役場本庁舎窓口

今
議
会
の

２
月　

日
２４

に
、
残
念

な
が
ら
否

決
さ
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、

私
は
、
イ

オ
ン
店
内

の
、
年
末

年
始
を
除

い
て
休
み

な
し
、
ほ

ぼ
年
中
無

休
の
窓
口

　

町
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ

た
イ
オ
ン
富
谷
店
内
へ
の

（
仮
称
）
富
谷
町
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
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平
成　

年
4
月
か
ら
子
ど

２７

も
・
子
育
て
支
援
制
度
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
施
設
型
保
育

と
地
域
型
保
育
に
分
類
さ
れ
、

佐藤佐藤 聖子聖子
議 員議　員

施
設
に
よ
っ
て

基
準
も
別
々
に

つ
く
ら
れ
ま
す
。

以
下
、
質
問
し

ま
す
。

問　

待
機
児
童

解
消
の
た
め
、

地
域
型
保
育
で

は
な
く
、
国
基

準
の
公
立
や
認

可
保
育
所
の
増

設
が
必
要
で
は
。

答　

地
域
型
保

育
の
特
徴
で
あ

る
少
人
数
保
育
、

家
庭
的
保
育
が
お
こ
な
わ
れ

て
お
り
、
保
護
者
の
選
択
肢

が
広
が
る
と
考
え
ま
す
。

問　

保
育
に
欠
け
る
子
ど
も

た
ち
の
立
場
に
立
つ
こ
と
は
。

答　

待
機
児
童
の
問
題
は
、

町
が
主
体
的
に
取
り
組
む
と

い
う
考
え
で
す
。

問　

国
基
準
で
な
い
保
育
施

設
の
保
育
の
質
の
担
保
は
。

答　

保
育
士
職
の
保
育
統
括

監
が
十
分
に
見
て
い
て
、
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
て
き

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

地
域
型
保
育
は
保
育
士

資
格
を
必
須
要
件
と
し
ま
せ

ん
が
、
ど
う
で
す
か
。

答　

今
の
富
谷
町
の
規
則
で

は
、
保
育
士
ま
た
は
看
護
師

で
、
規
定
の
研
修
を
受
け
た

方
と
し
て
い
ま
す
。

問　

保
育
士
の
要
件
を
条
例

で
定
め
ま
す
か
。

答　

保
育
士
等
の
記
載
は
必

要
と
考
え
ま
す
。

問　

子
ど
も
子
育
て
会
議
に

は
、
基
本
方
針
を
持
っ
た
上

で
諮
問
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

そ
の
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

 
問 
保
育
に
欠
け
る
子
ど
も
の
立
場
に
立
つ

取
り
組
み
を

答　

待
機
児
童
問
題
は

町
が
主
体
的
に
取
り
組
む
考
え

　

ご
み
問
題
は
、
地
球
環
境

問
題
で
あ
り
、
ご
み
削
減
が

必
要
と
考
え
質
問
し
ま
す
。

問　

ご
み
排
出
量
の
分
析
は
。

答　

家
庭
系
ご
み
は
全
体
の

　

・
９
％
で
横
ば
い
、
事
業

６６系
は　

・
１
％
で
微
増
で
す
。

３３

問　

ご
み
削
減
の
協
力
を
ど

の
よ
う
に
求
め
ま
す
か
。

答　

分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
に
引
き
続
き
協
力
を
求

め
、
各
事
業
所
に
も
協
力
要

請
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
問 

ご
み
の
削
減

協
力
ど
の
よ
う
に
求
め
る

答　

引
き
続
き

分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
を

その他の
質　　問

問 
富
谷
町
消
防
団
の
装
備
充
実
と

団
員
の
処
遇
改
善
を

答 
消
防
団
と
協
議
を
し
、
検
討
す
る

その他の
質　　問

問 
イ
オ
ン
富
谷
店
内
に

富
谷
町
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を

答 
出
張
所
と
セ
ッ
ト
で

Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
る

　

土
日
の
窓
口
開
設
の
要
望

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、

役
場
本
庁
舎
で
の
年
末
年
始

を
除
い
た
年
中
無
休
の
行
政

窓
口
の
開
設
を
提
案
し
ま
す
。

　

町
の
調
査
結
果
で
は
、
諸

手
続
き
や
諸
証
明
書
の
発
行
、

納
税
等
の
総
取
扱
件
数
の
約

３
割
が
本
庁
で
の
扱
い
で
、

ど
こ
の
出
張
所
よ
り
も
多
い

で
す
。
多
く
の
町
民
が
地
元

の
出
張
所
で
は
な
く
、
役
場

本
庁
に
来
て
お
り
、
町
民
へ

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納

税
や
住
民
票
の
写
し
等
の
交

付
も
あ
わ
せ
て
実
施
す
べ
き

で
す
。
質
問
し
ま
す
。

答　

役
場
本
庁
舎
で
は
無
理

と
の
見
解
で
す
。
比
較
検
討

し
た
結
果
、
総
合
的
に
イ
オ

ン
店
内
の
窓
口
開
設
に
優
位

性
が
あ
り
ま
す
。
今
、
早
急

に
本
庁
で
の
休
日
開
庁
と
い

う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
は

結
論
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
税
は
、

平
成　

年　

月
以
降
に
着
手

２７

１０

と
考
え
て
い
ま
す
。
住
民
票

の
写
し
等
の
交
付
は
、
引
き

続
い
て
検
討
が
必
要
で
す
。
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一一 般般 質質 問問一 般 質 問

永野永野　久子久子
議 員議　員

　

富
谷
町
国
保
加
入
者
の
半

数
以
上
が　

歳
を
超
え
、
平

６０

均
所
得
１
３
０
万
円
で
、
貧

困
世
帯
が
相
当
数
あ
る
と
み

 
問 

持
ち
家
に
課
税
す
る

国
保
の
資
産
割
は
廃
止
を

答　

近
々
、
国
保
会
計
の
見
直
し
を

考
え
て
い
ま
す

 
問 

中
小
企
業
振
興
資
金
は

個
人
事
業
者
も
対
象
か

答　

一
次
産
業
以
外
は
対
象
で
す

問　

中
小
企
業
振
興
資
金
は

貸
付
額
２
０
０
０
万
円
ま
で
、

返
済
期
間
は
７
年
で
す
。
家

族
で
自
営
の
人
や
飲
食
店
、

美
容
院
等
も
対
象
で
す
か
。

答　

農
林
漁
業
、
畜
産
業
以

外
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

問　

担
保
と
保
証
人
は
。

答　

個
人
に
つ
い
て
は
担
保

不
要
、
連
帯
保
証
人
も
原
則

不
要
で
す
。
今
後
、
町
広
報

等
で
の
周
知
を
検
討
し
ま
す
。

ら
れ
質
問
し

ま
す
。

問　

３
年
前

か
ら
実
施
し

て
い
る
減
税

措
置
を
、　

１０

月
以
降
も
継

続
す
べ
き
で

は
。

答　

基
金
の

状
況
、
国
の

制
度
改
正
等

を
踏
ま
え
、

内
部
で
検
討

を
進
め
て
い

ま
す
。

問　

国
保
の
資
産
割
は
、
賃

貸
住
宅
の
場
合
は
課
税
さ
れ

ず
、
持
ち
家
に
は
課
税
さ
れ

ま
す
。
不
公
平
で
は
。

答　

応
能
割
と
い
う
こ
と
で
、

支
払
能
力
が
あ
る
と
い
う
見

方
で
す
。

問　

資
産
割
分
は
年
６
０
０

０
万
円
で
す
。
国
保
の
基
金

の
約　

億
円
を
活
用
す
れ
ば

１０

廃
止
で
き
る
の
で
は
。

答　

近
々
、
国
保
会
計
の
見

直
し
が
あ
り
、
い
つ
ま
で
も

こ
の
や
り
方
を
続
け
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

問　

医
療
費
の
増
加
に
備
え

て
３
億
円
残
し
た
と
し
て
も
、

７
億
円
は
減
税
に
使
え
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

国
保
の
広
域
化
に
向
け

あ
く
ま
で
適
切
な
保
険
税
を

設
定
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
基

金
か
ら
そ
ち
ら
に
充
て
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　

被
災
者
医
療
費
の
自
己

負
担
免
除
に
つ
い
て
は
、

「
住
宅
半
壊
」「
震
災
で
生
計

を
支
え
る
稼
ぎ
手
を
失
っ
た

世
帯
」
も
加
え
る
べ
き
で
は
。

答　

「
主
た
る
生
計
者
が
死

亡
し
た
世
帯
」
を
含
め
て
対

象
と
し
ま
す
。

陳 情 書陳　情　書

すべて議員配付となりました。

・これからの勤労青年教育のあり方に関する

要望書

日本青年団協議会から

・地方教育行政への国や首長の関与の強化に

反対することを求める陳情

・漫画「はだしのゲン」の配架に係る調査に

対する陳情

民主教育をすすめる宮城の会から

富富富富富富富富富富谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会のののののののののの富谷町議会の
イイイイイイイイイインンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーーネネネネネネネネネネッッッッッッッッッットトトトトトトトトト　インターネット

録録録録録録録録録録画画画画画画画画画画配配配配配配配配配配信信信信信信信信信信をををををををををを録画配信を
ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままますすすすすすすすすすしています

富谷町議会録画中継URL

富谷町議会インターネット 検索

http://www.tomiya-town.
stream.jfit.co.jp/
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側溝ふたがけ未整備区間
（25年度末現在）

未整備区間地　域

25.7km富ケ丘地区

19.3km鷹乃杜地区

25.9kmあけの平地区

 3.2km太子堂地区

74.1km未整備区間計

追 
悼 

　

去
る
３
月　

日
ご
逝
去

２５

さ
れ
ま
し
た
。
享
年　

歳
。

７０

　

千
葉
議
員
は
、
平
成　
１５

年
４
月
に
初
当
選
さ
れ
現

在
３
期
目
で
、
２
期
目
の

　

年
５
月
か
ら
４
年
間
副

１９議
長
の
要
職
に
就
か
れ
ま

し
た
。
ま
と
め
役
と
し
て

議
員
か
ら
の
信
望
も
厚
く
、

正
義
感
も
強
く
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
お
よ
び
決

算
審
査
特
別
委
員
会
の
委

員
長
と
し
て
も
、
町
政
発

展
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
を

称
え
ま
す
と
と
も
に
、
在

り
し
日
の
姿
を
偲
び
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

富
谷
町
議
会

富
谷
町
議
会
議
員

千
葉　
　

達　

殿
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よりよい町づくりのために 

しました しました しました 
各委員会の説明

総　務　常　任　委　員　会…町の財政、町税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。

教育民生常任委員会…教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。

産業建設常任委員会…産業振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

議　会　運　営　委　員　会…議会運営について協議し会議の円滑な運営を図ります。

各委員会で、

平成２５年１２月～

平成２６年２月までの

議会閉会中に

調査をしました。

◎
調
査
日　

１
月　

日
２１

　

新
築
後
の
町
中
、
太
子
堂

会
館
と
、
建
て
替
え
が
決

ま
っ
た
富
ケ
丘
北
部
会
館
を

調
査
し
ま
し
た
。

　

町
中
会
館
は
、
建
物
は
全

体
的
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
街
並

み
と
合
っ
て
お
り
、
観
光
地

を
意
識
し
た
設
計
で
、
特
に

外
付
け
公
衆
ト
イ
レ
は
素
晴

ら
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
太
子
堂
会
館
は
、

従
来
の
公
園
機
能
が
生
か
さ

れ
た
設
計
に
な
っ
て
お
り
、

ベ
ン
チ
、
出
窓
、
姿
見
の
鏡
、

豊
富
な
収
納
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、

両
会
館
と
も
地
域
の
想
い
が

生
か
さ
れ
た
、
こ
れ
か
ら
の

参
考
に
な
る
会
館
で
す
。

　

富
ケ
丘
北
部
町
内
会
館
は
、

住
民
の
意
見
を
聞
き
、
年
内

に
完
成
さ
せ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

震
災
以
降
、
町
内
会
館
の

役
割
は
、
防
災
上
、
公
的
な

拠
点
と
し
て
見
直
さ
れ
て
き

て
お
り
、
大
変
重
要
な
位
置

づ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て

老
朽
化
し
た
会
館
の
建
て
替

え
が
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
会
館
の
建
て
替
え

を
求
め
て
い
く
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

地域の想いが生かされた

会館が完成

調査先：町中・太子堂・富ケ丘北部各町内会館

総
務
常
任
委
員
会

委 員 会 報 告 
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ガンバロー

　　　おんないん会

調査先：おんないん会

毎
日
野
菜
を
出
荷
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
仙
台
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、

新
鮮
で
新
し
い
品
種
の
野
菜

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
採
り

立
て
の
新
鮮
な
地
場
産
の
野

菜
類
が
並
び
、
お
店
の
中
の

同
じ
野
菜
と
比
べ
て
み
て
も
、

品
質
と
鮮
度
の
良
い
こ
と
が

わ
か
り
、
お
客
さ
ま
も
委
員

た
ち
の
見
て
い
る
前
で
商
品

を
手
に
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夏
は
商
品
が
多
い
が
、
冬

場
は
供
給
の
安
定
が
難
し
い

こ
と
が
課
題
と
の
こ
と
で
し

た
。

◎
調
査
日　

２
月
４
日

　

お
ん
な
い
ん
会
の
設
立
は

平
成
９
年
で
、　

人
で
活
動

１１

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
、　

人
の
会
員
で
、

２４

若
者
６
人
の
加
入
に
よ
り
活

気
を
得
て
い
ま
す
。

　

販
売
先
は
食
品
館
イ
ト
ー
、

ビ
ッ
グ
ハ
ウ
ス
の
２
店
舗
で
、

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ
り

出
店
し
、
正
月
元
旦
を
除
き

保育にかける姿勢を

評価したい

調査先：明石台わか葉保育園

◎
調
査
日　

２
月
５
日

　

昨
年
４
月
開
園
し
た
明
石

台
わ
か
葉
保
育
園
に
お
い
て
、

保
育
園
の
運
営
状
況
を
調
査

し
ま
し
た
。

　

園
長
先
生
よ
り
、
保
育
園

の
特
徴
を
あ
え
て
あ
げ
れ
ば

と
の
前
置
き
の
後
、「
地
域

と
の
つ
な
が
り
」「
子
ど
も
た

ち
を
思
い
っ
き
り
遊
ば
せ

る
」「
園
歌
を
つ
く
り
歌
っ
て

い
る
」
と
い
う
３
つ
の
特
徴

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

待
機
児
童
解
消
の
た
め
に

３
歳
未
満
児
保
育
数
を
増
や

し
て
い
る
こ
と
や
、
新
人
保

育
士
を
含
め
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、

危
機
管
理
面
か
ら
も
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
強
化
し
て
い

る
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
連
携
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
を
思
い
っ
き
り
遊
ば
せ
る

保
育
に
努
め
て
い
る
こ
と
が

評
価
で
き
ま
し
た
。

　

課
題
は
、
給
食
の
地
産
地

消
の
取
り
組
み
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
の
面
で
の
、
行
政

と
の
連
携
強
化
だ
と
思
い
ま

す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委 員 会 報 告 
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議
会
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

議
会
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

　

次
の
と
お
り
議
員
全
員

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
日
程
、
提
示
さ
れ
た

案
件
に
つ
い
て
、
執
行
部

か
ら
の
説
明
と
、
議
員
に

よ
る
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

１
月　

日
３１

【
説
明
要
旨
】

（
仮
称
）
富
谷
町
総
合
運

動
公
園
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

交
流
館
新
築
工
事
に
つ
い

て
　

平
成　

年
２
月
に
解
体

２４

し
た
、
富
谷
町
総
合
運
動

公
園
管
理
棟
の
新
築
工
事

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
住

民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
生

涯
学
習
、
文
化
振
興
を
目

的
と
し
た
施
設
を
整
備
し

ま
す
。

【
協
議
事
項
】

①
議
会
報
告
会
の
実
施
に

つ
い
て

②
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
で
汚
染
さ
れ
た
指

定
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

を
黒
川
郡
内
に
建
設
す
る

こ
と
に
反
対
す
る
決
議
に

つ
い
て

２
月　

日
１７

【
説
明
要
旨
】

行
政
窓
口
の
新
設
計
画
に

つ
い
て

　

富
谷
町
の
都
市
化
の
加

速
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
等
を
踏
ま
え
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
の
た

め
、
イ
オ
ン
富
谷
店
内
に

出
張
所
を
新
設
す
る
計
画

で
す
。
窓
口
営
業
日
は
年

末
年
始
を
除
く
平
日
・
土

日
・
祝
日
と
し
、
平
成　
２６

年
８
月
の
開
所
と
し
ま
す
。

２
月　

日
２７

【
説
明
要
旨
】

①（
仮
称
）富
谷
町
子
育
て

支
援
複
合
施
設
に
つ
い
て

　

子
育
て
家
庭
等
に
対
す

る
育
児
支
援
を
目
的
と
し

た
「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
機
能
や
、
乳
幼
児

健
診
、
各
種
教
育
お
よ
び

予
防
接
種
事
業
の
「
母
子

保
健
セ
ン
タ
ー
」
機
能
を

兼
ね
備
え
た
複
合
施
設
と

し
て
整
備
し
ま
す
。

②
障
が
い
児
通
所
施
設

（
仮
称
）
こ
ど
も
発
達
セ

ン
タ
ー
あ
か
い
し
の
森
に

つ
い
て

　

地
域
の
障
が
い
者
や
家

族
へ
の
療
育
相
談
、
障
が

い
児
を
預
か
る
施
設
へ
の

援
助
・
助
言
な
ど
を
行
う

地
域
支
援
機
能
を
持
つ
、

黒
川
圏
域
の
中
核
的
な
療

育
支
援
施
設
と
し
て
、

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

さ
わ
お
と
の
森
」
の
誘
致

を
決
定
し
ま
し
た
。

３
月
７
日

【
説
明
要
旨
】

副
町
長
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

千
葉
芳
樹
前
副
町
長
の

選
任
に
、
ご
協
力
と
ご
理

解
を
い
た
だ
く
よ
う
求
め

ま
す
。

【
協
議
事
項
】

①
富
谷
町
都
市
計
画
審
議

会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

②
議
会
報
告
会
の
実
施
に

つ
い
て

３
月　

日
１３

【
説
明
要
旨
】

（
仮
称
）
富
谷
町
総
合
運

動
公
園
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

交
流
館
新
築
工
事
に
か
か

る
増
額
補
正
に
つ
い
て

　

本
工
事
に
つ
い
て
の
入

札
が
不
調
と
な
っ
て
お
り
、

早
期
の
整
備
実
現
の
た
め

増
額
補
正
を
す
る
考
え
で

す
。

大学と連携
議会改革をすすめる

調査先：会津若松市議会
会津美里町議会

議
会
運
営
委
員
会

委 員 会 報 告 

◎
調
査
日　

１
月　

日
・　

日

２２

２３

　

会
津
若
松
市
議
会
は
、
議

会
報
告
会
を「
意
見
交
換
会
」

の
名
称
で
実
施
。
そ
こ
で
出

さ
れ
た
市
民
の
意
見
・
要
望

を
取
り
ま
と
め
、
決
議
や
市

へ
の
政
策
提
言
と
い
う
形
で

実
ら
せ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

分
野
別
意
見
交
換
会
（
保
育
、

障
が
い
者
等
）
も
実
施
。
意

見
交
換
会
の
実
施
主
体
の

「
広
報
広
聴
委
員
会
」
を
、

常
任
委
員
会
と
し
て
い
た
こ

と
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
の
ス
タ
ー
ト
時

点
で
、
大
学
と
連
携
し
て
進

め
た
こ
と
が
大
き
な
力
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

会
津
美
里
町
も
「
意
見
交

換
会
」
の
名
称
で
実
施
し
、

「
参
加
者
が
少
な
く
と
も
め

げ
ず
に
続
け
る
こ
と
が
大

事
」
と
の
言
葉
に
力
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
議
員
間
討
議
の

実
施
で
、
議
員
の
質
の
向
上

や
政
策
立
案
な
ど
に
力
を
注

ぎ
、
議
員
の
品
位
に
欠
け
る

発
言
等
に
つ
い
て
は
、
正
副

議
長
が
粘
り
強
く
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
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委 員 会 報 告 

議会報告会を開催しました
開かれた議会を目指し

平成26年３月27日（木）　18：30～20：30　成田公民館
　

今
回
の
議
会
報
告
会
は
、

平
成　

年
３
月
1
日
に
施
行

２５

さ
れ
た
「
富
谷
町
議
会
基
本

条
例
」
に
基
づ
き
、
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
、
ご
意
見
・
ご
要
望
を
伺

う
機
会
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
開
催
で
し
た

が
、
町
民　

人
の
方
々
に
参

８３

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
会
の
前
半
は
、
各
常

任
委
員
会
の
活
動
状
況
と
議

会
基
本
条
例
、
企
業
立
地
、

市
制
移
行
等
に
つ
い
て
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
後
半
は
、

約
１
時
間
、
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
質
問
や
、
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
受
け
し
ま
し
た
。
頂

戴
し
ま
し
た
多
く
の
貴
重
な

ご
意
見
・
ご
要
望
を
、
今
後

の
議
会
活
動
に
生
か
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
富
谷
町
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
議
会
報
告
会
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
開
催
日

時
・
会
場
等
が
決
ま
り
次
第
、

皆
さ
ま
に
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。

　

富
谷
町
議
会
は
、
今
後
も

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

議
員
一
同
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
議
会
報
告
会
は
今
後
も
開

く
の
か
。
地
域
を
ま
と
め
て

何
カ
所
か
で
開
い
て
ほ
し
い
。

○
総
合
運
動
公
園
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
隣
接
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
文
化
交
流
館
の
議
案

が
否
決
さ
れ
、
失
望
し
た
。

○
議
員
定
数
で
周
辺
市
町
は

　

人
で
、
富
谷
町
は　

人
。

１８

２０

こ
ん
な
に
議
員
は
い
る
の
か
。

節
税
の
た
め
、
検
討
を
し
て

ほ
し
い
。

○
議
会
は
他
人
に
厳
し
い
が
、

自
分
に
甘
い
。
自
己
を
律
す

る
た
め
に
、
政
治
倫
理
条
例

を
早
急
に
制
定
す
べ
き
だ
。

○
市
制
移
行
に
は
要
件
が
あ

る
が
、
大
事
な
の
は
、
何
の

た
め
に
市
に
な
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
議
会
・
行

政
で
、
わ
か
り
や
す
く
知
ら

せ
て
ほ
し
い
。

○
学
校
周
辺
で
不
審
者
が
出

没
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
に
、
各
学
校
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

○
副
町
長
の
い
な
い
町
は
な

い
。
富
谷
町
で
も
、
町
長
を

補
佐
す
る
副
町
長
は
必
要
で

は
な
い
か
。

　

報
告
会
で
の
回
答
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫

び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

傍
線
部
訂
正

◎
ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
館
の

議
案
否
決
に
つ
い
て
の
質
問

誤　

起
債
残
高
に
つ
い
て
、

「　

年
度
末
が　

億
円
、　

２４

３１

２５

年
度
末
が　

億
円
」

６５

正　

「　

年
度
末
が　

億
円
、

２４

４１

　

年
度
末
が　

億
円
、　

年

２５

４９

２６

度
末
見
込
み
で　

億
円
」

６３

◎
環
境
税
の
使
途
に
つ
い
て

の
質
問

誤　

「
庁
舎
の
L
E
D
照
明
・

太
陽
光
発
電
に
使
わ
れ
る
」

正　

「
庁
舎
の
L
E
D
照
明

に
使
わ
れ
る
」

　

会
場
で
お
答
え
で
き
な

か
っ
た
質
問
に
つ
い
て
の
回

答
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

 

　

和
歌
山
県
岩
出
市
へ
の

市
制
移
行
に
関
す
る
調
査
で

の
経
費
は
い
く
ら
か
。

 

　

経
費
は
、
一
人
当
た
り

4
万
5
3
2
5
円
（
議
員　
１８

人
、
計　

万
5
8
5
0
円
）

８１

で
す
。

問 答 

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望（
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
を
要
約
掲
載
）

 アンケート集計結果  
（回答数68人）

○参加者の性別
　男性50人・女性18人
○年代別
　７０代　４０人　・　６０代　１９人
　５０代　５人　・　４０代　２人
　３０代　１人　・　未回答１人
○居住地区
　町内ほぼ全域から

参加しての感想（抜粋・要約）
＊１回目としては素晴らしい報
告会だと思いました。今後、秋
頃に開催してください。
＊質問を中心として行う方が良
い。
＊年２回ほど、公民館単位で
行ってほしい。
＊すごく勉強になりました。い
ろいろ考えさせられました。
＊次回の報告会を楽しみにして
います。
＊総花的な報告会で内容が浅い。
＊第一に、住民の利益を最優先
に考えてもらいたい。
＊住民サービスには行政と議会
の前向きの行動が肝要。

初
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　結婚を機に富谷町に住み、

早10年の月日が経とうと

しています。町内会や３人

の子どもたちを通じて、地

域の方々と温かいつながり

もたくさんできました。

　来春には、（仮称）明石台小学校が開校する予定となっており、親子

ともども大変楽しみにしています。開校と共に、児童クラブも敷地内

に併設されるということなので、子どもの安全面を考えると、親とし

ては安心できる環境になると感じています。

　今まで仲良くしていたお友達と離れてしまうという淋しい面もあり

ますが、規模が縮小された分、子どもも大人もお互いにより顔の見え

るつながりが増え、学校と地域が一体となり、子どもたちの成長を見

守っていけると思います。

　分離・新設という決定が、子どもにも親にも良かったと思えるよう

な学校になればと思うので、開校までに子どもたちが安心・安全に通

学できる環境整備をお願いしたいと思います。

������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
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で
自
己
紹
介
が
で
き
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
音

楽
遊
び
は
、
音
楽
室
に
あ
る

キ
ー
ボ
ー
ド
で
、
３
歳
児
か

ら
５
歳
児
ま
で
の
子
が
練
習

を
し
、
保
育
参
観
や
発
表
会

で
、
お
う
ち
の
人
に
披
露
す

る
の
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
体
操
遊
び
で
は
、

５
歳
児
が
走
り
方
の
基
礎
を

教
え
て
も
ら
い
、
か
け
っ
こ

大
会
や
運
動
会
で
、
一
等
賞

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
事
に
興
味
を

持
ち
始
め
る
時
期
に
、
遊
び

の
中
で
経
験
し
た
事
が
、
好

き
な
事
・
得
意
な
事
を
見
つ

け
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

会
性
を
身
に
つ
け
な
が
ら
豊

か
な
心
を
育
み
、
自
分
で
判

断
し
行
動
で
き
る
よ
う
に
、

成
長
に
合
わ
せ
た
保

育
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

週
に
一
度
専
門
の

先
生
に
来
て
も
ら
い
、

英
語
遊
び
（
ラ
ン
ツ

真
由
美
先
生
）、
音

楽
遊
び
（
林
キ
ミ
子

先
生
）、
体
操
遊
び

（
菊
池
指
導
員
）
の

時
間
を
設
け
て
い
ま

す
。
英
語
遊
び
は
１

歳
児
か
ら
５
歳
児
ま

で
、
年
齢
に
合
っ
た

英
語
の
絵
本
や
歌
・

リ
ズ
ム
遊
び
を
楽
し

み
、
５
歳
児
は
英
語

上桜木果樹園の森保育園

未来へはばたけ

とみやっ子
シリーズ③
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後後後後後後後後後後
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編
集
後
記

　

５
月
に
入
り
、
日
差
し
も

暖
か
さ
を
増
す
今
日
こ
の
頃

と
な
り
ま
し
た
。

　

新
メ
ン
バ
ー
で
の
本
誌
の

発
行
も
３
回
目
と
な
り
、
皆

そ
れ
ぞ
れ
苦
労
し
な
が
ら
、

新
し
い
誌
面
を
目
指
し
奮
闘

し
て
お
り
ま
す
。
前
号
か
ら

は
、「『
追
跡
』
あ
の
質
問
ど

う
な
っ
た
？
」、
今
号
か
ら

は
、
議
案
に
対
す
る
各
議
員

の
採
決
状
況
を
掲
載
し
、
新

た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
遅
ま
き
な
が
ら
富

谷
町
議
会
初
の
、
議
員
全
員

に
よ
る
「
議
会
報
告
会
」
も

企
画
し
、
３
月　

日
開
催
い

２７

た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
い

く
ら
か
で
も
議
会
の
活
動
状

況
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ご

意
見
・
ご
批
判
も
頂
戴
し
、

町
政
発
展
の
た
め
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
勇
み
足
が
あ
る

こ
と
も
覚
悟
し
な
が
ら
、
皆

さ
ま
に
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で

い
た
だ
け
る「
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
副
委
員
長　

出
川　

博
一

開校が楽しみ

越前智也さん（明石台）

　

当
保
育
園
で
は
「
元

気
で
の
び
の
び
明
る
い

子
ど
も
を
育
む
保
育
」

「
自
然
に
親
し
む
保

育
」「
年
齢
に
合
っ
た
知

識
を
育
て
る
保
育
」
を

保
育
目
標
と
し
、
園

児
・
保
護
者
・
職
員
が
、

互
い
に
信
頼
関
係
で
結

ば
れ
た
環
境
づ
く
り
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

集
団
生
活
を
通
し
て

心
身
の
発
達
と
共
に
、

基
本
的
生
活
習
慣
や
社


